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本
町の平成 29 年度当初予算が、第 1 回議会定

例会で審議され、３月９日に可決成立しまし

た。

　平成 29 年度予算は、「美里町第２次振興計画」

や「美里町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を

踏まえつつ、「美里町復旧・復興計画」に掲げる施

策を優先し、未来を見据えた「小さくてもきらり

と光る町づくり予算」として、右記の重点項目に

取り組みます。

　また、各種の事務事業について、整理・縮減・

合理化を図り、重点化・効率化を更に進めることで、

未来を見据えた「小さくてもきらりと光る町づく

り」を推進します。

　その上で、真に必要な行政サービス水準の維持・

充実を図りながら、平成 28 年度からの繰越事業を

含めた次の６項目を本年度の主要な事業として取

り組む予算編成となっています。

平成 29 年度当初予算

総額 92 億 1,700 万円

◆復旧・復興の推進
熊本地震および豪雨災害で被災した町民や地

域経済が求めるニーズ等に的確に対応し、震

災からの復旧・復興を加速化し、町民一人ひ

とりが安心して暮らせるまちづくりを目指し

ます。

◇地方創生の推進

過疎化が進み「空き家」が増える本町において、

町外からの移住者対策として、美里町の情報

発信を行い「美里町に行ってみたい・住んで

みたい」まちづくりを推進します。

一般会計予算

お知らせします！

～小さくてもきらりと光る町づくり～

本年度の２つの重点項目

　町税は、固定資産税の減収などで、前年度比 0.4％減

の８億 2,753 万４千円を見込み、歳入の柱である地方交

付税は、1.7％減の 28 億 2,880 万２千円を計上してい

ます。また、借金である町債は、災害復旧事業債が大幅

に増え、前年度比 276％増の 16億 4,260 万２千円を計

上しています。なお、平成 28 年度に続き一般財源不足

を生じたため、財政調整基金からの繰入金４億 5,000 万

円を計上しました。

　予算の状況を性質別に見てみると、平成 29 年度に実

施する災害復旧事業費が大幅に増えています。補助費等

は、被災者向け経営体育成支援事業補助金や施設型給付

費等負担金の増額等により増加しています。普通建設事

業費についても、昨年度に引き続き、道整備交付金事業

や社会資本整備総合交付金事業を実施します。なお、光

情報通信基盤整備事業費の 2億円、災害公営住宅建設事

業の 1億 7千万円、被災住宅応急工事の 6,739 万 2 千

円等により、大幅な増額となりました。公債費について

は、前年度から 3千 8百万程度増加し、今後、前年度と

本年度に借り入れる災害復旧事業債の償還が始まると大

幅な公債費の増加となるため、縮減に努めていきます。

歳入のポイント歳出のポイント
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今年度の主要な事業

○男女共同参画推進懇話会会議費用弁償…72 千円
○住民自治組織支援補助金…345 千円
○地域おこし協力隊活動助成金…4,240 千円
○地域おこし協力隊報償金…9,200 千円

◆協働のまちづくり

○ひとり親家庭等医療費助成金…1,156 千円
○こども医療費扶助事業…32,640 千円
○特定不妊治療費扶助事業…600 千円
○第３子以降出生祝金…1,750 千円
○高齢者在宅福祉事業費補助金…2,572 千円
　（老人クラブ助成等）
○福祉バス車両購入費…3,510 千円

◇健康・福祉のまちづくり

○砥用小学校施設整備工事…17,160 千円
　（教室棟テラス等改修、特別支援教室設備改修）
○中央小学校施設整備工事
　（給食室空調設備工事）…4,900 千円

◆教育・文化のまちづくり

○産業連携促進業務委託料…2,571 千円
○振興作物原材料…655 千円
○中山間地域等直接支払交付金…86,638 千円
○有害獣被害防止対策事業補助金…1,870 千円
　（侵入防護柵、わな免許取得、銃免許取得等）
○農業生産組織育成補助金…335 千円
○経営所得安定対策推進事業費補助金…3,100 千円
○青年就農給付金…13,500 千円
○鳥獣被害防止緊急捕獲支援事業…4,570 千円
○畜産振興補助金…7,000 千円
○町単独土地改良事業費補助金…15,000 千円
○多面的機能支払事業交付金…28,851 千円
○農業構造改善関連施設修繕料…4,000 千円
○佐俣の湯整備工事…11,340 千円

◇産業・観光のまちづくり

○老朽危険空き家等除去推進補助金…600 千円
○戸建木造住宅耐震診断事業補助金…258 千円
○戸建木造住宅耐震改修事業補助金…2,214 千円
○町道維持工事…15,000 千円
○社会資本整備総合交付金事業…67,000 千円
　（町道補修 4 路線）
○社会資本整備総合交付金事業…76,500 千円
　（橋梁設計委託 3 橋、橋梁補修 1 橋、点検業務 1 橋、修繕計画
　業務 1 件）
○社会資本整備総合交付金事業…231,755 千円
　（町道改良 8 路線）
○単独町道改良事業…21,740 千円
○道整備交付金事業…94,355 千円
　（町道改良工事 3 路線）

○被災住宅応急工事…67,392 千円
○地域支え合いセンター委託料…9,723 千円
○災害扶助費…12,000 千円
　（震災拡充分（一部損壊支援分））
○被災者向け経営体育成支援事業補助金…168,053 千円
○自治公民館再建支援事業補助金…3,959 千円
○文化交流センター震災被害調査・設計業務委託料…2,056 千円

美里町第２次振興計画で掲げている「小さくてもき
らりと光る私たちのまち～やさしさと対話のまちづ
くり～」の基本理念に沿った 5 つの政策大綱ごとと
復旧・復興に関する主要な事業を紹介します。

○ 地域の絆プロジェクト推進補助金…2,000 千円
○ 自主防災組織設立促進事業補助金…250 千円
○ 自主防災組織活動活性化事業補助金…1,500 千円

○福祉バス委託料…9,890 千円
○障害福祉サービス費等給付費…331,200 千円
○地域生活支援事業費…13,200 千円
○障害児通所支援給付費…7,200 千円
○臨時福祉給付金…36,000 千円
○がん検診委託料…8,197 千円

○中央中学校校舎等修繕工事…1,599 千円
　（特別支援教室設備改修）
○中央公民館大集会室エアコン購入費…1,599 千円
○指定文化財樹勢回復処置手数料…547 千円

○間伐材供給安定化緊急対策事業補助金…2,300 千円
○木造住宅建築支援事業補助金…1,000 千円
○林道黒木線舗装工事…4,500 千円
○林道大窪線開設工事測量設計業務委託料…3,500 千円
○林道早楠線開設工事…70,000 千円
○商工会補助金…5,700 千円
○中小企業近代化資金利子補給費補助金…2,500 千円
○ガーデンプレイス家族村トイレ改修工事…3,960 千円
○石段給水工事費…24,000 千円
○広告宣伝費…4,000 千円
　（森林体験公園）
○観光施設等無線 LAN 設備移設・フリー WiFi 環境整備工事

…4,100 千円

○リサイクル事業助成金…2,500 千円
○プラスチック容器包装選別委託料…1,797 千円
○不法投棄ごみ処理委託料…280 千円
○交通安全施設整備工事…2,000 千円
○光情報通信基盤整備事業費…200,000 千円
○交通路線維持費補助金…18,267 千円
　（路線バス運行費国補助分）
○地方バス運行等特別対策…24,315 千円
　（路線バス運行費県補助分）
○家庭用浄水器設置費補助金…800 千円
○単独浄化槽処分費補助金…1,300 千円
○空き家バンク登録奨励金…500 千円
○移住促進イベント出展ブース料…108 千円

○震災家屋解体撤去委託料…282,278 千円
○震災解体家屋処分委託料…335,091 千円
○震災解体家屋仮置場管理委託料…46,980 千円
○災害公営住宅建設工事…170,000 千円
　（建設戸数 10 戸）
○農林施設災害復旧事業…332,686 千円
○公共土木施設災害復旧事業…1,107,531 千円

◆住みよく快適なまちづくり

◇復旧・復興関連事業
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歳入の状況

歳入

92 億 1,700 万円

（構成比）

町税

8 億 2,753 万４千円

（9.0％）

その他

７億 81 万 8 千円

（7.6％）
・諸収入

　5,374 万 6 千円（0.5％）

・使用料・手数料

　8,745 万 9 千円（0.9％）

・分担金・負担金

　5,679 万 7 千円（0.8％）

・繰入金

　4 億 5,785 万 7 千円（5.0％）

・繰越金

　2,000 万円（0.2％）

・財産収入

　990 万 8 千円（0.1％）

・寄附金

　1,505 万 1 千円（0.1％）

地方交付税

28 億 2,880 万２千円

（30.7％）

国庫支出金

18 億 2,081 万７千円

（19.7％）

県支出金

11 億 4,152 万８千円

（12.4％）

町債

16 億 4,260 万 2 千円

（17.8％）

地方譲与税など

２億 5,489 万９千円

（2.8％）
・地方譲与税

　7,442 万 5 千円（0.8％）

・利子割交付金

　87 万 9 千円（0.0％）

・配当割交付金

　76 万 9 千円（0.0％）

・株式等譲渡所得割交付金

　62 万 8 千円（0.0％）

・地方消費税交付金

　1 億 6,012 万 7 千円（1.7％）

・自動車取得税交付金

　1,428 万 8 千円（0.2％）

・地方特例交付金

　262 万 3 千円（0.1％）

・交通安全対策特別交付金

　116 万円（0.0％）

5,800

5,900

6,000

6,100

6,200

6,300

6,400

6,500

6,600

9,200

9,300

単位 :百万円
9,217

6,391

5,981

5,896
5,837

6,210

5,937

6,050

6,407

H29H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28
（41.0％）（△6.4％）（△1.4％）（△1.0％）（6.4％）（△4.4％）（1.9％） （5.9％） （2.0％）（前年度比）

6,536

依存財源　83.4％
依存財源とは、地方交付税、国・県支出金など、国や県の意

思決定に基づき収入されるもの。

自主財源　16.6％
自主財源とは、町税、分担金及び負担金、使用料及び手数料

など、自治体が自らの権能に基づいて自主的に収入するもの。

一般会計当初予算の推移
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歳出の状況
（性質別分類）

区分 平成 28 年度 平成 29 年度 増減額 増減率

  国民健康保険 18 億 8,168 万 3 千円 17 億 9,559 万 3 千円 ▲ 8,609 万円 ▲ 4.6%

  土地取得 1 万 8 千円 1 万 2 千円 ▲ 6 千円 ▲ 33.3%

  介護保険 17 億 8,922 万 7 千円 17 億 9,919 万 5 千円 996 万 8 千円 0.6%

  砥用西部地区簡易水道事業 4 億 2,787 万円 1 億 4,255 万 8 千円 ▲ 2 億 8,531 万 2 千円 ▲ 66.7%

  砥用東部地区簡易水道事業 1 億 1,867 万円 1 億 182 万円 ▲ 1,685 万円 ▲ 14.2%

  生活排水 1 億 7,782 万円 1 億 8,335 万 4 千円 553 万 4 千円 3.1%

  後期高齢者医療 1 億 4,369 万 8 千円 1 億 4,862 万 4 千円 492 万 6 千円 3.4%

歳出

92 億 1,700 万円

（構成比）

人件費

10 億 1,953 万２千円

（11.0％）

扶助費

６億 2,499 万１千円

（6.7％）

公債費

８億 1,054 万１千円

（8.7％）

普通建設事業費

７億 9,944 万３千円

（8.6％）

災害復旧事業費

22 億 7,765 万１千円

（24.7％）

物件費

８億 4,548 万８千円

（9.1％）

維持補修費

1,663 万円

（0.1％）

補助費等

16 億 1,100 万１千円

（17.7％）

積立費

１億 7,213 万４千円

（1.8％）

貸付費

576 万円

（0.0％）

繰出費

10 億 2,401 万３千円

（11.1％）

予備費

1,500 万円

（0.1％）

義務的経費 26.6％

その他　　 39.9％

投資的経費 33.3％

歳出の目的別分類の状況

会計別予算（特別会計）

民生費

21 億 4,474 万３千円

（23.2％）

災害復旧費
14 億

4,021 万７千円

（15.6％）

総務費
11 億

9,503 万８千円

（13.0％）

① ② ③ ④ ⑤

①衛生費　　　   11 億 9,368 万 9 千円（12.9％）

②土木費　　　     8 億 3,098 万 9 千円（9.0％）

③公債費　　　     8 億 1,046 万 9 千円（8.8％）

④農林水産費　    6 億 5,725 万円 (7.1％ )

⑤教育費　        5 億 108 万 3 千円 (5.4％ )

⑥消防費         2 億 3,218 万 4 千円 (2.5％ )

⑦商工費　　    1 億 1,351 万円（1.2％）

⑧議会費      　  8,282 万 6 千円（0.9％）

⑨予備費等　　1,500 万 2 千円（0.1％）
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■ 役場職員（平成 29 年４月１日付）

役職 氏名 新職名 旧職名
　課長級 中嶋　春彦  税務課長  林務観光課長

　〃 下田　幸輔  林務観光課長  教育課長

　課長級（昇任） 吉住　慎二  総務課長  総務課主幹兼行政係長

　〃 北島　浩徳  水道衛生課長  税務課主幹兼町民税係長

　〃 山田　輝臣  健康窓口課長兼東部出張所長  住民課主幹兼住民窓口係長

　〃 中村　武志  福祉課長  福祉課主幹兼介護・高齢者支援係長

　〃 宮嵜　幸仁  経済課長  経済課主幹兼農政係長

　〃 長井　寿浩  建設課長  建設課主幹兼建設係長

　〃 田上　和則  会計課長兼会計管理者  会計課主幹兼会計係長

　〃 倉田　辰実  教育課長  教育課主幹兼社会体育係長

　課長補佐級（昇任） 富永美智子  健康窓口課主幹兼砥用庁舎総合窓口係長  健康窓口課砥用庁舎総合窓口係長

　係長級 坂村　　浩  企画情報課政策企画係長  総務課財政係長

　〃 戸浦　敬文  教育課社会体育係長  総務課付係長（宇城広域連合派遣）

　〃 松永　栄作  総務課行政係長  企画情報課政策企画係長

　〃 谷口　信也  総務課財政係長  福祉課障がい・地域支援係長

　〃 西川葉志子  会計課会計係長  健康窓口課健康支援係長

　〃 島田　昌臣  健康窓口課健康支援係長  水道衛生課衛生下水道係長

　〃 長井　一浩  経済課農政係長  林務観光課観光商工係長

　〃 大本　由加  住民課住民窓口係長  議会事務局係長

　係長級（昇任） 宮本　貴士  福祉課障がい・地域支援係長  総務課財政係参事

　〃 三浦　　健  福祉課介護・高齢者支援係長  経済課農政係参事

　〃 仲嶋　浩伸  税務課町民税係長  経済課耕地係参事

　〃 立田　晴義  林務観光課観光商工係長  林務観光課観光商工係参事

　〃 原木　貴裕  水道衛生課衛生下水道係長  林務観光課観光商工係参事

　〃 髙森　美裕  建設課建設係長  建設課建設係参事

　〃 池田　千恵  税務課納税係参事  税務課納税係主査

　〃 廣田　　葵  会計課会計係参事  会計課会計係主査

　〃 津田里美子  議会事務局参事  東部出張所主査

　主査 川上　紫月  住民課保険年金係主査  総務課付主査

　〃 金井　幸季  経済課農政係主査  総務課付主査（宮城県女川町派遣）

　〃 野口　　彰  総務課付主査（熊本県後期高齢者医療広域連合派遣） 福祉課子ども・生活支援係主査

　〃 舛本　貴臣  建設課建設係主査  福祉課介護・高齢者支援係主査

　〃 奥村　裕一  総務課付主査（宇城広域連合派遣）  健康窓口課健康支援係主査

　〃 増永　和浩  建設課建設係主査  教育課学校教育係主査

　主査（昇任） 川上　貴士  林務観光課林務係主査  林務観光課林務係主事

　〃 末松　由哉  総務課防災交通係主査  建設課建設係主事

　〃 津田　善行  経済課耕地係主査  水道衛生課上水道係主事

平成 29 年度　人事異動

お世話になりました

定年退職（３月 31 日付）

建設課長　　 　　藤岡　哲明

水道衛生課長　 　津川　昭博

会計課長　　 　　林田　眞典

給食調理員 　　　福田百合子

給食調理員　 　塚原　清子

総務課長 大倉　一昭

税務課長 岩永　政臣

福祉課長 吉成　一利

健康窓口課長　 　　福原　哲治

経済課長　　　　 長木　一美
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■ 学校職員

転入（内は前任校） 転出（内は転任校）

砥
用
小
学
校

 吉成　嗣則　校長　（維和小学校）  野尻　絹子　校長　（退職）
 鬼塚　朋美　教諭　（宇土東小学校）  御船　秀信　事務職員（退職）
 陳内　英樹　教諭　（竜北東小学校）  吉田　亮　　教諭（東京都日野市平山小学校）
 岩永　愛美　教諭　（南ヶ丘小学校）  吉村　梓　教諭（西瀬小学校）
 稲津　史穂　教諭　（新任）
 久保田詩図歌　事務主任　（花園小学校）

励
徳
小
学
校

 緒方　国健　教頭　（豊川小学校）  岩越　満　　教頭　（松橋小学校）
 久保　綾　　教諭　（花園小学校）  吉成智恵美　教諭　（豊川小学校）
 池上　裕　　講師　（新任）  前田　一昭　教諭　（花園小学校（主幹教諭昇任））
 平野ゆかり　給食調理員　（新任）

中
央
小
学
校

 福田　貴浩　教諭　（砥用小学校）  南　達朗　　教諭　（長崎県新規採用）
 園田美津代　教諭　（新任）  吉田佐代子　教諭　（西合志中央小学校）
 蓮池　龍顕　教諭　（新任）  阿曽田洋二　講師　（退職）
 今村　久美　講師　（新任）  桑村　紀雄　講師　（海東小学校）
 徳岡　光子　給食調理員　（新任）  岩本亜紀子　講師　（宇土東小学校新規採用）
 中原ゆりか　子どもと親の相談員　（新任）  岩井亜岐子　給食調理員　（退職）

砥
用
中
学
校

 前田　一孝　校長　（宇土市教委指導主事）  小田　恭生　校長　（網田中学校）
 岩下　倫裕　教諭　（鶴城中学校）  廣田　賢了　教諭　（小川中学校）
 若山　竜介　教諭　（津奈木中学校）  仲原　育恵　教諭　（西合志南中学校）
 井上　倫子　養護教諭　（小川小学校）  塚原　清子　給食調理員　（退職）
 紫垣富貴子　心の教室相談員　（中央中学校）  佐藤　美樹　図書管理　（退職）
 坂井　志穂　図書管理　（新任）
 児玉　長子　給食調理員　（新任）
 髙森　京子　給食調理員　（新任）

中
央
中
学
校

 上川　隆一　校長　（千丁中学校）  園田　寛子　校長　（退職）
 中本　浩一　教頭　（中央中学校（教頭昇任））  塚原　三広　教頭　（天草小学校（校長昇任））
 栗原　昭憲　教諭　（松橋中学校）  辛川　大輔　教諭　（岱明中学校）
 池崎　教人　教諭　（新任）  杉田　佳奈　講師　（鶴城中学校）
 池部恵里子　心の教室相談員　（砥用中学校）  長木　拓也　学習支援員　（国府高等学校）
 瀬戸香菜美　講師　（新任）
 村上　明香　学習支援員　（新任）
 上田　真実　給食調理員　（新任）
 福田百合子　給食調理員　（再任用）

役職 氏名 新職名 旧職名
　主事 福田　咲文  健康窓口課砥用庁舎総合窓口係主事  総務課行政係主事

　〃 本村友市郎  林務観光課観光商工係主事  総務課行革管財係主事

　〃 吉成　仁志  税務課固定資産税係主事  企画情報課政策企画係主事

　〃 大原　佳恵  福祉課子ども・生活支援係主事  企画情報課情報推進係主事

　〃 坂田　慶太  総務課財政係主事  税務課固定資産税係主事

　〃 寺床　勇志  教育課学校教育係主事  税務課納税係主事

　〃 松村　ゆき  健康窓口課健康支援係主事  住民課保険年金係主事

　〃 那須　美波  企画情報課情報推進係主事  健康窓口課砥用庁舎総合窓口係主事

　新規採用職員 村田　祐未  総務課行政係主事  

　〃 西崎　洋平  総務課行革管財係主事  

　〃 宇田祐太郎  企画情報課政策企画係主事  

　〃 山本　将栄  税務課納税係主事

　〃 吉田　瑞希  福祉課障がい・地域支援係主事

　〃 中川　竜太  福祉課介護・高齢者支援係主事

　〃 本田　政五  水道衛生課上水道係主事

　〃 木下　大地  林務観光課観光商工係主事

　〃 津田　武蔵  建設課管理係主事

　〃 上村　海晴  建設課建設係主事

　再任用 吉成　一利  水道衛生課衛生下水道係参事  福祉課長

　〃 津川　昭博  経済課耕地係参事  水道衛生課長

　〃 福原　哲治  東部出張所参事  健康窓口課長



�広報みさと 2017. ５

４月から、新たに 10 名が役場職員となりまし

た。これからよろしくお願いします。

総務課　行革管財係

西
に し ざ き

崎 洋
よ う へ い

平

本年度より総務課・行革管財係に

配属になりました。一日でも早く

仕事を覚え戦力となれるよう頑

張っていきたいと思います。よろ

しくお願いします。

水道衛生課　上水道係

本
ほ ん だ

田 政
せ い ご

五

本年度より水道管理センターの水

道衛生課上水道係に勤務すること

になりました。これから生まれ

育った美里町の復興・振興に貢献

すべく頑張りますので、よろしく

お願いします。

企画情報課　政策企画係

宇
う だ

田 祐
ゆ う た ろ う

太郎

こんにちは！企画情報課に配属

になりました宇田祐太郎です。今

は先輩方に迷惑をかけるばかり

ですが、早く一人前になり、町民

の皆さんの役に立てるよう頑張

ります。よろしくお願いします。

総務課　行政係

村
む ら た

田 祐
ゆ み

未

美里町が町民の皆さまにとってよ

りよい町となるよう、微力ながら

頑張りたいと思います。学ぶ姿勢

を忘れず、日々努力していきたい

です。これからよろしくお願いい

たします。

林務観光課　観光商工係

木
き の し た

下 大
だ い ち

地

林務観光課に配属されました木下

大地です。出身は美里町の遠野で

す。町民の皆さまに頼っていただ

けるような職員を目指して頑張り

ます。よろしくお願いします。

税務課　納税係

山
や ま も と

本 将
しょうえい

栄

今年度から中央庁舎の税務課に勤

務することになりました山本将栄

です。少しでも早く仕事を覚え、

町民の皆さまのお役に立てるよう

に精一杯頑張りたいと思います。

建設課　管理係

津
つ だ

田 武
む さ し

蔵

これまで生まれ、育ち、支えてく

ださった美里町に恩返しをすると

ともに、若さを活かして一生懸命

頑張りたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。

福祉課　障がい・地域支援係

吉
よ し だ

田 瑞
み ず き

希

こんにちは。今年度より砥用庁舎

の福祉課に勤務します吉田瑞希で

す。美里町の発展のために頑張り

ます。よろしくお願いします。

福祉課　介護・高齢者支援係

中
な か が わ

川 竜
り ゅ う た

太

こんにちは。今年度より砥用庁舎

の福祉課に勤務することになりま

した中川竜太です。これから美里

町に貢献するために日々努力して

いきたいと思います。よろしくお

願いします。

NEW FACE !
新規採用職員を紹介します

私は建設課・建設係に配属になり

ました上村です。私の抱負は、住

民の方々の目線に立ち住民の方々

を第一に考え行動できる職員にな

り、生まれ育った美里町に恩返し

ができるように頑張りたいと思い

ます。

建設課　建設係

上
う え む ら

村 海
か い せ い

晴

き

希

舎

で

張り

け

ま

ごごご

五五

水

と

れ

貢献

しく

勢

い

い

い

平

に

く

頑

ろ
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お世話になります！地域と行政のパイプ役

平成 29 年度 嘱託員・嘱託補 のみなさんを紹介します（敬称略）

No. 嘱託員名 嘱託区割 嘱託補名

10 篠原　啓輔
早　楠 山村　重敏

安　部

11 左座　重光

上土喰

下土喰 丸山　秀夫

原　町 齊藤　博司

12 左座　一重

上永富

中永富 藤賀　静彦

下永富 奥村　　智

13 下田　浩一

二和田 吉田　澄男

栗　崎 本住　　武

三　和

14 村上　清光

清　水 岩山　　孝

石　野 津川　信介

柏　川

15 守田　實美

三加 松本　四郎

名越谷

古閑 津川　　洋

16 堀川　義憲

豊富

上甲佐平 西嶋　純一

下甲佐平 霍本　文博

17 立道　新也
涌井

川越 村上　建富

18 松田　徐健

金木 坂田　道雄

三本松

水上・迫 島村　邦俊

内園・花定野 米山　恵一

19 杉村　博文
遠野 奥田　廣秀

大井早

20 尾藤　成一 洞岳

No. 嘱託員名 嘱託区割 嘱託補名

１ 池田　裕彦

堅志田

大沢水

西　山 西島　　茂

２ 小田　義喜

有　安

中小路 上村　千年

馬　場 松枝　保俊

３ 右田賢次郎
上中郡 杉浦　　誠

下中郡

４ 櫛野　義成
萱　野

岩　下 渡辺　次義

５ 桑島　誠也

原　田 上田　正博

津　留 田上　陽臣

小市野

白石野 上村　　力

松野原 光田　清志

木早川内 福崎　喜穂

６ 園田　正敏

長尾野 高野　 　優

小　筵

佐　俣 井上　正雄

７ 安達　　強

岩　野 吉澤　義幸

小岩野

石　原 岩永　孝幸

８ 中川　敏治

　中 本山　隆春

中　園 遠山　史朗

　椿 藤本　祐二

払　川

坂　本 中山　英治

９ 猿渡　利博

大窪町営住宅 岩野美津子

大　窪 林　　昭夫

　境

　今 井芹　峯雄

坂　貫 村上　　勇

くすのき平団地 都築　繁三

東岩野 福田　健次

これから

よろしくお願いします

※原稿とりまとめ時に未定の

　場合は空欄にしています。
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新
年
度
予
算
な
ど
可
決

一
般
会
計
予
算
は
、
災
害
関
連
予
算
等
に
よ
り
92
億

１
千
７
百
万
円
と
過
去
最
大
の
新
年
度
予
算
。

　

平
成
29
年
第
１
回
美
里
町
議
会

定
例
会
が
、
３
月
７
日
（
火
）
〜

９
日
（
木
）
ま
で
行
な
わ
れ
、
各

議
案
の
審
議
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
提
案
さ
れ
た
町
長
提
出
の

案
件
は
、
条
例
関
係
７
件
、
平
成

28
年
度
補
正
予
算
６
件
、
平
成
29

年
度
予
算
８
件
、
同
意
案
件
３
件
、

そ
の
他
１
件
で
す
。
全
案
件
が
可

決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
町
長
施
政

方
針
表
明
の
他
、
議
員
の
自
治
功

労
者
表
彰
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
２
日
目
（
３
月

８
日
）
坂
田
議
員
に
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
質
問
の
内
容
は
12
〜
13

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

可
決
・
同
意
さ
れ
た
案
件
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
条
例

▼
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
係
る
被

７
万
５
千
円
、
補
正
後
の
総
額　

18
億
１
千
１
６
１
万
３
千
円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

【
補
正
額　

減
額
34
万
１
千
円
、

補
正
後
の
総
額　

18
億
４
千
８
０

０
万
９
千
円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
砥
用
西
部

地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
【
補
正
額　

減
額
１
千
６
０
７
万
円
、
補
正
後

の
総
額　

４
億
２
千
６
４
７
万

円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
砥
用
東
部

地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
【
補
正
額　

減
額
２
１
４
万
１
千
円
、
補
正
後

の
総
額　

１
億
２
千
１
８
０
万
９

千
円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
生
活
排
水

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

【
補
正
額　

減
額
７
６
７
万
６
千

円
、
補
正
後
の
総
額　

１
億
９
千

５
０
７
万
６
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
一
般
会
計

予
算
【
総
額　

92
億
１
千
７
０
０

万
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
【
総
額　

17

億
９
千
５
５
９
万
３
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
土
地
取
得

特
別
会
計
予
算
【
総
額　

１
万
２

千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
【
総
額　

17
億
９

災
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
【
熊
本
地
震
に
係
る
被
災

家
屋
の
公
費
解
体
申
請
を
行
っ
た

固
定
資
産
納
税
義
務
者
の
平
成
29

年
度
固
定
資
産
税
の
免
除
お
よ
び

被
災
住
宅
用
地
の
申
告
の
特
例
を

定
め
た
も
の
】

▼
美
里
町
農
業
委
員
候
補
者
評
価

委
員
会
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
【
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
改
正
に
伴
う
制
定
】

▼
美
里
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
養
子
縁
組
里
親
の
規
定
に
つ

い
て
改
正
し
た
も
の
】

▼
美
里
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
【
関
係
法

令
の
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
職
員

の
育
児
休
業
に
係
る
要
件
等
に
つ

い
て
改
正
し
た
も
の
】

▼
美
里
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改

平成 29 年

第 1 回
議会定例会

■
予
算

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
号
）
【
補
正
額

減
額
14
億
３
千
２
１
７
万
４
千

円
、
補
正
後
の
総
額　

１
１
０
億

４
千
３
１
３
万
４
千
円
】

▼
平
成
28
年
度
美
里
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
【
補
正
額　

減
額
１
億
９
２

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
お
よ
び
関
係
法
令
の

改
正
に
伴
い
、
住
宅
借
入
金
等
の

特
別
控
除
制
度
の
期
限
延
長
等
を

行
っ
た
も
の
】

▼
美
里
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
【
美
里
町
振
興
計
画

の
事
業
見
直
し
に
伴
い
、
一
部
改

正
を
し
た
も
の
】

▼
美
里
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
へ
き
地
保
育
所
入
園
児
減
少
に

伴
い
、
条
例
を
廃
止
し
た
も
の
】

■
そ
の
他

▼
宇
城
広
域
連
合
規
約
の
一
部
変

更
に
つ
い
て
【
ご
み
処
理
施
設
統

合
に
伴
う
管
理
運
営
に
関
す
る
経

費
の
負
担
市
町
お
よ
び
負
担
割
合

の
変
更
】

■
同
意

▼
美
里
町
職
員
懲
戒
審
査
委
員
会

の
委
員
を
命
ず
る
こ
と
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
【
鷲

山
啓
氏
（
土
喰
）
、
上
田
隆
信
氏
（
三

加
）
、
池
永
英
治
氏
（
永
富
）
を

命
ず
る
こ
と
に
同
意
】

千
９
１
９
万
５
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
砥
用
西
部

地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
【
総
額　

１
億
４
千
２
５
５
万

８
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
砥
用
東
部

地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
【
総
額　

１
億
１
８
２
万
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
生
活
排
水

特
別
会
計
予
算
【
総
額　

１
億
８

千
３
３
５
万
４
千
円
】

▼
平
成
29
年
度
美
里
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
【
総
額　

１
億
４
千
８
６
２
万
４
千
円
】



議 会 だ よ り

�� 広報みさと 2017. ５

委
員
会
等
報
告

●
総
務
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
委
員
長
　
吉
田
美
好

　
３
月
８
日
（
水
）
常
任
委
員
会
を

開
催
。
出
席
者
中
川
議
長
、
上
村
議

員
、
坂
田
議
員
、
吉
田
美
好
４
名
。

執
行
部
よ
り
大
倉
総
務
課
長
、
林
田

会
計
課
長
、
岩
永
税
務
課
長
、
大
西

企
画
情
報
課
長
出
席
．
平
成
29
年
度

一
般
会
計
予
算
書
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
た
。
総
務
課
・
会
計
課
・
税
務

課
・
企
画
情
報
課
の
順
に
説
明
が
な

さ
れ
た
。　
　

　

各
項
目
、
金
額
等
に
つ
い
て
委
員

か
ら
特
に
質
問
・
意
見
は
無
か
っ
た

も
の
の
関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
次

の
意
見
が
出
た
。

①
災
害
に
よ
る
仮
設
住
宅
へ
の
入
居

期
間
は
２
年
で
あ
る
が
、
個
人
で
住

宅
建
設
が
出
来
な
か
っ
た
場
合
の
そ

の
後
が
心
配
で
あ
り
、
対
応
と
し
て
、

良
い
仮
設
住
宅
で
あ
り
引
き
続
き
入

居
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
。

②
熊
本
県
か
ら
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
・
配
布
す
る
と
の
情
報
が
あ
っ

た
が
町
に
届
い
て
い
る
か
。
届
い
て

い
れ
ば
早
急
に
配
布
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

③
税
の
滞
納
に
よ
り
差
押
え
、
物
品

引
き
上
げ
時
の
相
手
方
の
応
対
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

④
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
業
務
に
関

し
、
何
処
で
何
を
さ
れ
て
い
る
か
見

え
な
い
が
地
域
へ
の
入
り
込
み
・
Ｐ

Ｒ
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

⑤
空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て
。
現
況

は
ど
う
な
の
か
。

　

以
上
の
意
見
が
出
た
の
で
善
後
策

の
意
見
交
換
を
行
な
っ
た
。

●
経
済
建
設
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
委
員
長
　
松
永
正
憲

　

３
月
８
日
11
時
15
分
よ
り
藤
岡
建

設
課
長
、
長
木
経
済
課
長
、
中
嶋
林

務
観
光
課
長
、
経
済
建
設
常
任
委
員

４
名
同
席
の
中
開
会
し
、
平
成
29
年

度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。

　

建
設
課
関
係
の
歳
入
は
、
災
害
復

旧
費
国
庫
負
担
金
５
億
２
千
６
９
３

万
円
、
土
木
費
国
庫
補
助
金
４
億
５

千
５
０
万
７
千
円
、
土
木
費
県
補
助

金
６
１
３
万
４
千
円
等
が
主
な
歳
入

で
あ
る
。
歳
出
は
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
の
道
路
維
持
費

（
４
路
線
）
６
千
７
０
０
万
円
や
新

設
改
良
費
（
８
路
線
）
２
億
４
６
０

万
円
、
町
道
改
良
工
事
費
１
千
１
０

０
万
円
、
町
単
独
災
害
復
旧
費
（
道

路
・
河
川
修
繕
料
）
３
千
万
円
、
国

庫
負
担
災
害
復
旧
費
10
億
７
千
５
９

７
万
３
千
円
等
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。

　

経
済
課
関
係
で
は
、
歳
入
と
し
て

分
担
金
２
千
８
０
９
万
３
千
円
、
農

業
費
県
補
助
金
５
億
３
千
４
１
０
万

８
千
円
。
主
な
歳
出
と
し
て
は
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
８
千

６
６
３
万
８
千
円
、
農
業
農
村
整
備

事
業
負
担
金
７
千
５
６
７
万
４
千

円
、
多
面
的
機
能
支
払
事
業
交
付
金

２
千
８
８
５
万
１
千
円
、
農
用
地
等

災
害
復
旧
費
（
工
事
請
負
費
）
１
５

０
件
、
３
億
２
千
５
０
０
万
円
等
で

あ
る
。

　

林
務
観
光
課
関
係
で
は
、
歳
入
と

し
て
森
林
体
験
公
園
施
設
使
用
料
３

千
万
円
、
県
林
業
費
補
助
金
４
千
７

３
０
万
円
等
で
あ
る
。
歳
出
は
、
林

道
黒
木
線
舗
装
工
事
４
５
０
万
円
、

林
道
大
窪
線
開
設
工
事
測
量
設
計
費

３
５
０
万
円
、
林
道
早
楠
線
開
設
工

事
費
７
千
万
円
、
石
段
給
水
工
事

費
２
千
４
０
０
万
円
、
林
業
施
設
災

害
復
旧
費
６
６
７
万
８
千
円
等
で
あ

る
。

　

午
後
よ
り
同
席
の
津
川
水
道
衛
生

課
長
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
生
活
排

水
特
別
会
計
の
歳
入
で
は
、
浄
化
槽

整
備
事
業
受
益
者
分
担
金
４
０
基
４

０
０
万
円
、
使
用
料
６
千
８
６
４
万

８
千
円
、
国
庫
補
助
金
１
千
６
７
５

万
８
千
円
、
一
般
会
計
繰
入
金
７
千

４
３
５
万
８
千
円
等
で
あ
る
。
歳
出

は
、
浄
化
槽
清
掃
管
理
委
託
料
８
千

５
４
２
万
６
千
円
が
主
で
あ
る
。

　

砥
用
西
部
水
道
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
と
し
て
使
用
料
７
千
万
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
５
千
８
８
６
万
１
千

円
等
。
歳
出
は
、
膜
ろ
過
装
置
膜
モ

ジ
ュ
ー
ル
交
換
委
託
料
７
５
０
万

円
、
町
道
土
喰
・
大
窪
線
配
水
管
布

設
替
工
事
１
千
５
０
０
万
円
等
計
上

さ
れ
て
い
る
。

　

説
明
・
質
問
の
後
、
15
時
よ
り
第

二
・
二
俣
橋
の
視
察
を
行
っ
た
。
既

に
ア
ー
チ
部
分
の
石
は
全
て
撤
去
さ

れ
、
鋼
製
支
保
工
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
完
成
は
10
月
頃
に
な
る
と
の
こ

と
。
続
い
て
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
美
里
の
ト
イ
レ
新
築
工
事

の
視
察
を
行
い
、
素
晴
ら
し
い
ト
イ

レ
が
完
成
し
て
い
た
。

●
社
会
文
教
常
任
委
員
会
報
告

　
　
　
　
委
員
長
　
渡
邊
義
文

　

３
月
８
日
11
時
15
分
よ
り
社
会
文

教
常
任
委
員
会
を
開
い
た
。
平
成
29

年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受

け
た
。
衛
生
費
・
塵
芥
処
理
費
の
震

災
解
体
家
屋
処
分
委
託
料
約
３
億
３

千
５
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
熊
本

地
震
に
よ
る
被
災
家
屋
の
母
屋
及
び

付
属
家
の
解
体
家
屋
処
分
委
託
料
で

あ
る
。
同
・
解
体
家
屋
仮
置
場
管
理

棟
発
電
機
借
上
料
29
万
２
千
円
に
つ

い
て
、
単
相
の
発
電
機
で
あ
れ
ば
安

価
で
購
入
が
出
来
な
い
か
検
討
を
お

願
い
し
た
。

　

次
に
、
民
生
費
・
災
害
救
助
費
の

災
害
扶
助
費
（
震
災
拡
充
分
）
１
千

２
０
０
万
円
は
、
家
屋
被
害
が
一
部

損
壊
で
家
屋
修
繕
費
30
万
円
か
ら
１

０
０
万
円
ま
で
が
対
象
と
な
る
世
帯

の
義
援
金
（
１
万
円
ま
た
は
２
万

円
）
に
上
乗
せ
し
て
支
給
す
る
扶
助

費
3
万
円
×
４
０
０
戸
分
の
予
算
で

あ
る
。
同
・
児
童
措
置
費
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
費
補
助
金
２

千
１
４
６
万
８
千
円
は
堅
志
田
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
改

修
費
で
あ
る
。

　

次
に
、
総
務
費
・
戸
籍
住
民
基
本

台
帳
費
で
、
各
種
証
明
書
の
郵
便
局

で
取
扱
う
発
行
関
係
費
用
と
し
て
約

80
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
郵
便

局
で
の
年
間
利
用
者
が
非
常
に
少
な

い
為
、
存
続
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
。

　

次
に
、
教
育
費
・
学
校
管
理
費
の

中
央
小
学
校
給
食
室
空
調
設
置
工
事

設
計
業
務
委
託
料
77
万
５
千
円
は
、

特
に
夏
場
の
衛
生
管
理
上
必
要
と
す

る
空
調
機
設
置
の
設
計
業
務
委
託
料

で
あ
る
。
砥
用
小
学
校
教
室
棟
テ
ラ

ス
改
修
工
事
設
計
業
務
委
託
料
２
４

０
万
円
は
、
屋
外
テ
ラ
ス
の
損
傷
が

多
く
、
雨
よ
け
の
屋
根
工
事
と
テ
ラ

ス
工
事
で
あ
る
。
同
・
社
会
教
育
総

務
費
の
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
震
災
被

害
調
査
お
よ
び
設
計
業
務
委
託
料
２

０
５
万
６
千
円
は
平
成
27
年
度
の
建

築
基
準
法
改
正
に
伴
う
天
井
の
調
査

設
計
委
託
料
で
あ
る
。

　

以
上
で
一
般
会
計
予
算
書
に
付
い

て
の
説
明
を
終
了
し
、
15
時
よ
り
西

山
地
区
の
つ
つ
じ
公
園
の
現
地
を
視

察
し
た
。
数
年
前
の
台
風
被
害
後
の

樹
木
の
育
成
、
施
肥
、
草
刈
な
ど
地

区
の
方
々
が
年
間
を
通
じ
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
全
面
回
復
に
は
時
間

が
掛
る
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
、
第
二
・
二
俣
橋
の
災
害
復
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坂
田 

竜
義 

議
員

○
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
（
問
）
町
の
歳
出
予
算
の
重
点
課

題
は
何
か
。

（
答
）
第
一
に
災
害
の
復
旧
復
興

で
被
災
家
屋
の
解
体
、
道
路
、
農

地
の
復
旧
な
ど
に
20
億
円
を
超
え

る
予
算
。
平
成
28
年
度
と
29
年
度

予
算
を
合
わ
せ
る
と
２
０
０
億
円

を
超
え
る
。
あ
と
公
共
交
通
網
の

整
備
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
な

ど
を
重
点
に
取
り
組
む
。

（
問
）
地
方
財
政
計
画
上
の
歳
出

特
別
枠
削
減
の
影
響
は
。

（
答
）
平
成
29
年
度
で
１
千
４
５
０
万

円
位
減
に
な
っ
て
い
る
。

（
問
）
保
育
士
、
介
護
人
材
等
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

（
答
）
１
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
の
一

環
で
保
育
士
は
２
％
（
月
６
千
円
）

介
護
士
等
月
１
万
円
の
ア
ッ
プ
分

の
処
遇
改
善
措
置
が
施
設
の
運
営

費
補
助
金
と
い
う
形
で
交
付
さ
れ

る
が
主
旨
が
活
か
さ
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

（
問
）
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
に

つ
い
て

（
答
）
自
治
体
業
務
の
23
業
務
に

一
般
質
問

つ
い
て
効
率
化
が
進
ん
だ
自
治
体

を
モ
デ
ル
に
交
付
税
を
算
定
す
る

こ
と
で
あ
り
、
一
層
効
率
化
に
努

め
た
い
。　

（
問
）
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
、
重
点
課
題
対
応
分
に
つ

い
て

（
答
）
新
た
な
地
方
創
生
事
業
に

つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。
重
点

課
題
対
応
分
に
つ
い
は
自
治
体
情

報
化
、
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事

業
な
ど
推
進
す
る
。

○
美
里
町
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

（
問
）
ス
ト
ッ
ク
型
の
運
営
に
つ

い
て

（
答
）
昨
年
公
共
施
設
白
書
を
作

成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
整
理
を
し

な
が
ら
更
新
か
長
寿
命
化
か
、
廃

止
か
判
断
し
て
い
く
。
ま
た
一
元

管
理
、
総
量
削
減
の
方
針
で
５
年

旧
状
況
の
視
察
を
行
っ
た
。
復
元
の

状
況
説
明
の
中
、
石
橋
の
全
面
解
体

復
元
は
全
国
的
に
殆
ど
な
い
と
の
説

明
が
あ
り
、
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

児
童
・
生
徒
に
見
学
さ
せ
る
と
の
事
。

で
き
れ
ば
一
般
町
民
の
方
に
も
見
学

さ
れ
る
よ
う
広
報
に
努
め
て
頂
き
た

い
と
お
願
い
し
た
。

　

次
に
、
町
指
定
文
化
財
の
椿
地
区

の
も
ち
の
木
を
視
察
し
た
。
本
木
の

木
肌
に
ひ
び
割
れ
が
随
所
に
あ
り
、

は
が
れ
落
ち
た
所
も
あ
り
、
樹
勢
回

復
、
処
置
が
出
来
る
の
か
不
安
で
あ

る
。
ま
た
、
台
風
な
ど
に
よ
る
倒
木

も
心
配
さ
れ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、

検
討
を
お
願
い
し
た
。

〇 

宇
城
広
域
連
合
議
会
報
告

　
連
合
議
会
議
員
　
吉
田
美
好

　

平
成
28
年
第
３
回
宇
城
広
域
連
合

議
会
臨
時
会
報
告

　

平
成
28
年
12
月
22
日
（
木
）
臨
時

会
前
に
平
成
28
年
第
２
回
議
会
全
員

協
議
会
が
10
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

　

守
田
連
合
長
挨
拶
。

議
題
と
し
て

①
宇
城
広
域
連
合
議
会
議
長
の
選
挙

に
つ
い
て
【
村
田
議
長
の
辞
職
に
伴

い
、
協
議
の
結
果
、
指
名
推
薦
で
新

議
長
を
選
出
す
る
事
と
な
り
、
全
会

一
致
で
宇
土
市
議
会
議
長
・
山
村
保

夫
氏
を
新
議
長
に
内
定
を
し
た
。
】

②
宇
城
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
統
合
に

つ
い
て
【
平
成
25
年
度
に
規
約
改
正

が
行
わ
れ
て
お
り
「
平
成
29
年
４
月

１
日
付
で
宇
土
市
を
統
合
し
新
ご
み

処
理
施
設
を
北
萩
尾
地
区
に
建
設
す

る
こ
と
」
の
報
告
が
あ
り
、
全
員
賛

成
し
た
。
】

③
そ
の
他
【
新
ご
み
処
理
施
設
に
伴

う
協
力
金
・
一
時
金
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
】
全
員
協
議
会
は
以
上

で
閉
会
し
た
。

　

10
時
30
分
よ
り
平
成
28
年
第
３
回

宇
城
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が
開

会
。

　

中
川
副
議
長
の
開
会
宣
言
に
よ
り

開
会
し
、
広
域
連
合
長
の
挨
拶
。
議

員
の
異
動
が
な
さ
れ
た
。
宇
土
市
議

会
１
名
の
異
動
が
あ
っ
た
。

　

日
程
第
１
、
諸
報
告　

【
上
田
泰

弘
氏
を
副
連
合
長
に
指
名
し
た
と
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。
】
日
程
第
２
、

選
第
１
号　

宇
城
広
域
連
合
議
会
議

長
の
選
挙
に
つ
い
て　

【
推
薦
に
よ

り
宇
土
市
議
会
議
長 

山
村
保
夫
氏

が
選
出
さ
れ
た
。
】
日
程
第
３
、
議

席
の
指
定
に
つ
い
て　

【
着
席
の
通

り
決
定
。
】
日
程
第
４
、
会
議
録
署

名
議
員
の
指
名　

【
８
番
園
田
議
員
・

９
番
吉
田
美
好
を
指
名
。
】
日
程
第

５
、
会
期
の
決
定　

【
１
日
間
。
】
日

程
第
６
、
議
案
第
15
号　

宇
城
広
域

連
合
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
【
全
員
賛
成
可

決
し
た
。
】
日
程
第
７
、
議
案
第
16

号　

宇
城
広
域
連
合
一
般
職
の
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

【
定
年
退
職
者
の
再
任
用
に
関
す

る
条
例
改
正
で
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
可
決
し
た
。
】
日
程

第
８
、
議
案
第
17
号　

平
成
28
年
度

宇
城
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て　

【
歳
入
・
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
８
７
２
万
８
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
35
億
９
千
９
９
７
万

４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
可
決
し
た
。
】
日
程

第
９
、
議
案
第
18
号　

平
成
28
年
度

宇
城
広
域
連
合
宇
城
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
基
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て　

【
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
万
８
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
２
８
４
万
６
千
円
と
す
る
も

の
で
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
可

決
し
た
。
】
日
程
第
10
、
同
意
第
２

号　

宇
城
広
域
連
合
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て　

【
監
査
委
員
の
任
期

満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
引
き
続
き
選

任
す
る
事
に
同
意
を
求
め
る
案
件
で

あ
り
、
全
員
同
意
し
た
。
】
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ご
と
に
見
直
し
を
し
て
行
き
た

い
。

（
問
）
新
公
会
計
に
よ
る
財
務
管

理
の
趣
旨
は
ど
う
生
か
し
て
い
る

か
。

（
答
）
総
務
省
の
基
準
モ
デ
ル
に

よ
り
、
コ
ス
ト
計
算
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
に
利
用
し
た
い
。
公
会

計
と
連
動
し
て
情
報
の
一
元
化
、

現
状
分
析
、
資
産
台
帳
、
コ
ス
ト

計
算
等
行
い
、
平
成
29
年
度
か
ら

公
会
計
シ
ス
テ
ム
を
本
格
導
入
し

施
設
ご
と
に
分
析
を
行
っ
て
い

く
。

（
問
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
考
え
方
に
つ
い
て

（
答
）
量
の
最
適
化
、
性
能
の
最

適
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
、
コ

ス
ト
の
最
適
化
の
４
つ
の
基
本
目

標
に
基
づ
き
進
め
た
い
。

（
問
）
40
年
間
で
30
％
削
減
の
妥

当
性
に
つ
い
て

（
答
）
財
政
的
視
点
か
ら
更
新
費

用
が
計
画
す
る
投
資
費
用
を
上
回

る
こ
と
を
抑
え
て
い
く
考
え
で
示

し
た
。

（
問
）
予
算
措
置
に
つ
い
て 

（
答
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
は
全

体
の
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
、

平
成
29
年
度
か
ら
個
別
計
画
を
策

定
し
て
行
き
た
い
。

○
美
里
町
復
旧
復
興
計
画
（
素
案
）

に
つ
い
て

（
問
）
計
画
の
位
置
づ
け
に
つ
い

て
（
第
２
次
振
興
計
画
、
総
合
戦

略
等
の
関
連
）

（
答
）
本
年
３
月
に
計
画
審
議
会

か
ら
答
申
を
受
け
た
と
こ
ろ
。
町

の
振
興
計
画
を
補
完
す
る
も
の
と

し
て
位
置
づ
け
、
復
旧
復
興
第
一

に
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

（
問
）
実
施
計
画
と
予
算
の
裏
付

け
に
つ
い
て

（
答
）
計
画
期
間
は
平
成
28
年
度

か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
年
間

と
し
、
実
効
性
、
優
先
度
等
考
慮

し
３
年
間
の
実
施
計
画
を
策
定
す

る
。

（
問
）
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

（
答
）（
イ
）
防
災
体
制
の
強
化
（
ロ
）

住
民
地
域
の
防
災
力
の
向
上
（
ハ
）

防
災
拠
点
の
強
化
と
避
難
所
の
充

実
を
重
点
に
取
り
組
む
。

（
問
）
地
域
防
災
計
画
、
業
務
継

続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

（
答
）
町
と
し
て
災
害
の
検
証
を

行
い
、
県
の
計
画
見
直
し
を
参
考

に
し
て
平
成
29
年
度
に
町
の
防
災

計
画
の
見
直
し
、
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
策
定
し
た
い
。

（
問
）
創
造
的
復
興
と
は
。

（
答
）
県
の
復
興
プ
ラ
ン
４
か
年

戦
略
を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

全国町村議会議長会からの賞状を持つ吉田起登議員

全国町村議会議長会 並びに

熊本県町村議会議長会の功労者表彰受賞

　全国町村議会議長会第 68 回定期総会並びに熊本県町村

議会議長会第 67 回定期総会に於きまして、自治功労者表

彰を吉田起登副議長が受賞されました。

　これは議員として 15 年以上にわたり議会活動に尽力さ

れ、地方自治の振興発展に貢献された功績に対して表彰

されたものです。

　この度の受賞、誠におめでとうございます。

平成 28 年度各常任委員会行政視察研修を実施

県町村議会議長会からの賞状 ▼

○社会文教常任委員会

【期日】１月 31 日～２月１日

【研修内容】「人権学習について」

「中学校の統合について」

【研修先】水俣市水俣病資料館、

鹿児島県伊佐市、鹿児島県大崎

町

○経済建設常任委員会

【期日】11 月 28 日～ 30 日

【研修内容】「長期滞在型体験

農園施設について」「地震災害

地域の復興状況等について」

【研修先】新潟県小千谷市、長

岡市山古志村、長野県栄村

○総務常任委員会

【期日】12 月 20 日～ 21 日

【研修内容】「町づくり先進地につ

いて」「ＩＴ産業開発について」

【研修先】茨城県つくば市つくば

エキスポセンター、国土地理院「地

図と測量の科学館」、国立研究開

発法人「農・研機構」、宇宙航空

開発機構「筑波宇宙センター」
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思い出を胸に新たな旅立ちへ

町内各学校で卒業式

▲砥用中学校

　３月 11 日（土）に町内２つの中学校で、また３月

23 日（木）に町内３つの小学校で卒業証書授与式が

行われました。

　今回取材した中央小学校と砥用中学校では、在校生

や保護者の拍手に迎えられ、卒業生が入場。一人一人

に卒業証書が手渡しされ、６年間・３年間過ごした学

び舎を後にしました。

▲中央小学校

▲中央中学校

友だち何人できるかな

町内各学校で入学式

　４月 10 日（月）に町内２つの中学校で、また４月

11 日（火）に町内３つの小学校で入学式が行われま

した。

　上級生や先生、保護者の方々が、これから新しい

生活を始める新入生たちを温かい拍手で迎えてくれ

ました。担任の先生から名前を呼ばれると、大きな

声で「はい！」と返事をし、新入生たちは立派に小・

中学生の仲間入りをしました。

▲励徳小学校
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美里の春を満喫！

２017 さくら健康フェスタ

in 美里

　みどりかわダム湖周辺にて「2017 さくら健

康フェスタ in 美里」が 3 月 26 日（日）に開催

されました。

　参加者は７キロウォーキング・３キロウォー

キング・７キロジョギングの３つの種目に分か

れ、それぞれで春のダム湖畔を楽しみました。

　今年はコースの一部を変更しての開催となり

ましたが、コースの途中では、地域の方々によ

る手料理のおもてなし、フルートやオカリナの

演奏など参加者を楽しませるポイントが盛りだ

くさん。

　 会 場 に は 地 元 飲 食 店 な ど の 出 店 も あ り、

ウォーキング・ジョギング終了後はお楽しみ抽

選会などが行われ、参加者達は最後まで楽しん

でいました。▲秀岳館高校による和太鼓演奏▲準備運動もバッチリ

▲元気に出発進行！

　美里ガーデンプレイス・家族村にて

「はっぴーマーケット」が３月 26 日

（日）に開催されました。

　例年会場となっているロッジ側と、

キャンプファイヤー側の２ヶ所が会場

となり盛大に開催。春の陽気を感じな

がら、町内外の出展者によるハンドメ

イド作品やワークショップ、おいしい

食事などに、来場者は心を弾ませてい

ました。

春の陽気に誘われて

はっぴーマーケット

　３月 25 日（土）～ 26 日（日）にかけ

て、屋内ゲートボール場でアートクラフ

ト展が開催されました。

　様々な工芸品や焼物などの展示や販売、

工芸体験コーナーなどが屋内で、屋外で

は町内の企業や団体による食事の出店で

賑わい、多くの来場者で賑わいました。

アートクラフト手作り展

in 美里

ピザ作り体験も開催１棟ごとに店舗が入るロッジ

来場者で賑わう会場の様子



町のわだいはココでチェック！ミサトピックス
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追悼と恒久平和を祈念する

戦没者追悼式

　４月６日（木）、美里町文化交流センターひ

びきにおいて、戦没者追悼式が行われました。

会場には、戦没者９１８柱の遺族や来賓ら約

２４０人が出席しました。

　式はおごそかな雰囲気の中で行われ、全員で

黙祷をささげた後、式の最後には参列者全員が

白菊を献花し、平和への誓いを新たにしました。

献花の様子

シイタケコマ打ち体験で

世代間交流！
　３月 19 日（日）岩野自治区地域協議会主催の「シイタ

ケコマ打ち体験会」が、岩野グラウンドで開催されました。

　この協議会は、岩野グラウンドを活動拠点として、維持

管理を行いながら「魅力ある住みよい岩野自治区」を目指

し、岩野区、小岩野区、石原区の住民と一体となり、区民

の健康増進やコミュニティの醸成に寄与する取り組みを

行っています。

　今回のコマ打ち体験会は、初めて行われ、小学生ら約

20 人がクヌギ約 50 本にコマを打ち込み、「面白い」「楽

しい」など大盛況。岩中会長は、「人口減少は続くが、こ

のような世代間交流をとおし、地域を楽しく盛り上げてい

きたい」と話されました。

日本消防協会

特別功労賞受賞
　3 月 7 日（火）東京都、日本消防協会会館において第

69 回日本消防協会定例表彰式が行われました。大原明

和さんは前美里町消防団長、熊本県消防協会長を務めら

れており、美里町のため、熊本県下全体のため、消防の

防災力の向上及び、消防団員の確保に尽力されたことが

認められ、このたび日本消防協会から特別功労賞を受賞

されました。今回の受賞、誠におめでとうございます。

　また、その功績が認められ、４月 20 日には、園遊会

にも参加されました。

参加した子どもたち

受賞された大原明和さん

新
し
い
行
政
相
談
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　
　

こ
の
た
び
、
次
の
２
名
が
総

務
大
臣
か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
田　

一
幸
さ
ん
（
再
任
）

　

林
田　

眞
典
さ
ん
（
新
任
）

　

行
政
相
談
委
員
は
行
政
相
談
委

員
法
に
基
づ
き
、
行
政
運
営
の
改

善
等
に
熱
意
を
有
す
る
方
に
委
嘱

す
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
住
民
の
皆
様

の
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
た

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や

要
望
な
ど
を
直
接
受
け
付
け
、
住

民
と
役
所
の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、

そ
の
解
決
・
実
現
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
心
配
ご
と
（
住
民
）

相
談
を
毎
月
第
２
火
曜
日
（
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
、
第
４
火
曜

日
（
湯
の
香
苑
）
の
10
時
〜
正
午

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

役
場
総
務
課

☎
４
６
‐
２
１
１
１
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ありがとう、さようなら

こばと保育園

にしき保育園

こばと保育園

にしき保育園

閉園式

　へき地保育所の卒園式と閉園式が、3 月 29 日（水）

にこばと保育園で、30 日（木）ににしき保育園で行

われました。

　先生や保護者のみならず、卒園生をはじめ沢山の地

域の方が見守るなか、最後の児童達が卒園を迎え、長

い歴史と思い出の詰まった園舎を後にしました。

　こばと保育園（名越谷）は昭和 44 年、にしき保育

園（境）は昭和 51 年に開所し、これまでたくさんの

園児たちを送り出してきました。親子二代での卒園者

も多く、へき地保育所の長い歴史を感じさせます。

　卒園式の後に開かれた閉園式では、それぞれの保育

園を卒園した幅広い年代の方々が集まり、懐かしい園

舎や写真を見ながら当時を振り返り、思い出話に花を

咲かせていました。

　閉園式の後にはミニコンサートも開かれ、会場には

素晴しい歌声が響き渡りました。子どもも大人も、歌っ

たり踊ったりしながら、閉園してしまうさみしい気持

ちを忘れて楽しい時間を過ごしました。



代　表　　　☎４６－２１１１

税務課　　　☎４６－２１１２

住民課　　　☎４６－２１１３

経済課　　　☎４６－２１１４

教育課　　　☎４６－２１１５

※総務課、会計課、議会事務局へは

代表電話番号からお取り次ぎします。

代　表　　　☎４７－１１１１

林務観光課　☎４７－１１１２

建設課　　　☎４７－１１１３

水道衛生課　☎４７－１１１４

健康窓口課　☎４７－１１１５

福祉課　　　☎４７－１１１６

※企画情報課、会計課へは代表電

話番号からお取り次ぎします。

東部出張所                          ☎ 48-0101

中央公民館（教育課）         ☎ 46-2038

水道衛生課上水道係         ☎ 47-2627

文化交流センター「ひびき」        ☎ 48-8333

総合体育館                          ☎ 46-4141

砥用Ｂ＆Ｇ海洋センター        ☎ 48-0546

福祉保健センター「湯の香苑」          ☎ 46-4005

老人福祉センター              ☎ 47-0065

道の駅 美里「佐俣の湯」           ☎ 46-4111

元気の森「かじか」              ☎ 46-3993

ガーデンプレイス・家族村         ☎ 48-0158

美里物産館よんなっせ              ☎ 48-1221

フォレストアドベンチャー・美里

   　　　　　          ☎ 080-8387-3310

防災行政無線（直近の放送が聞けます）

    　　　　　　     　　     ☎ 47-0850

役場中央庁舎

役場砥用庁舎

おもな電話番号
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募
集

熊
本
県
市
町
村
手
話
奉
仕
員
養

成
（
研
修
）
事
業

　

聴
覚
障
が
い
者
の
社
会
参
加
と

自
立
を
促
す
意
思
疎
通
支
援
を
担

う
人
材
を
養
成
し
ま
す
。

　

養
成
に
あ
た
っ
て
は
将
来
、
手

話
通
訳
者
及
び
手
話
通
訳
士
を
養

成
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
行

わ
れ
ま
す
。

目
的
・
趣
旨

　

意
思
疎
通
に
必
要
な
初
歩
的
な

手
話
通
訳
技
能
の
指
導
及
び
学
科

の
講
習
を
行
い
ま
す
。

入
門
過
程

　

４
月
６
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で

18
回
（
36
時
間
）
行
い
ま
す
。

基
礎
課
程

　

９
月
７
日
か
ら
平
成
30
年
３
月

29
日
ま
で
28
回
（
56
時
間
）
行
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
修
了
テ
キ
ス
ト

１
回
２
時
間
、
閉
講
式
１
回
を
行

い
ま
す
。
受
講
回
数
不
足
の
補
充

に
つ
い
て
は
、
11
月
23
日
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

講
習
時
間

　

毎
週
木
曜
日
、
18
時
45
分
〜
20

時
45
分
（
毎
回
２
時
間
）

会
場

　

宇
城
市
松
橋
公
民
館
研
修
室
Ａ

（
宇
城
市
松
橋
町
松
橋
５
６
４
番

地
）

受
講
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を

有
し
た
者
で
、
手
話
通
訳
活
動
が

可
能
な
方

※
手
話
通
訳
は
社
会
的
に
責
任
が

持
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た

め
、
小
中
学
生
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
。
高
校
生
は
平
成
30
年
３
月
卒

業
の
見
込
み
が
あ
る
方
と
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

４
月
６
日
か
ら
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。
ま
た
、５
月
11
日
を
も
っ

て
締
め
切
り
ま
す
。

備
考

１
・
初
日
は
開
講
式
、
最
終
日
は

閉
講
式
を
行
い
ま
す
。

２
・
テ
ス
ト
前
に
合
同
学
習
会
を

開
き
、
上
記
４
項
目
を
行
い
ま
す
。

受
講
者
定
数

　

入
門
過
程　

40
名

　

基
礎
課
程　

30
名

問
合
先

〒
８
６
２
‐
０
９
５
０

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
９
‐
４

熊
本
県
ろ
う
者
福
祉
協
会

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

　

要
約
筆
記
と
は
、
中
途
失
聴
・

難
聴
者
の
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る

も
の
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
ま
た
は
手
書
き

で
、
講
演
会
・
会
議
・
研
修
・
医

療
や
相
談
な
ど
の
場
面
で
、
話
を

聞
き
な
が
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
要

約
し
て
い
く
、
文
字
に
よ
る
通
訳

で
す
。

開
催
日
時

　

５
月
11
日
〜
10
月
26
日

主
に
毎
週
木
曜
日　

10
時
〜
15
時

※
（
８
月
10
日
・
17
日
は
休
講
）

開
催
場
所

　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
熊
本
市
東
区
長
嶺
南
２

丁
目
３
‐
２
）

対
象

　

高
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有
す

る
方
で
、
か
つ
聴
覚
障
が
い
者
へ

の
支
援
に
関
心
の
あ
る
方

定
員

　

１
・
手
書
き
20
人
（
先
着
順
）

　

２
・
パ
ソ
コ
ン
20
人
（
先
着
順
）

費
用

　

３
，
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
間

　

３
月
２
日
〜
４
月
30
日

問
合
先

熊
本
県
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
９
５
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案
内

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で

計
算
誤
り
な
ど
申
告
し
た
内
容
に

間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た

場
合
に
は
、「
更
正
の
請
求
」
や
「
修

正
申
告
」
を
行
い
、
税
額
を
訂
正

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
確
定
申
告
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
申
告
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.n
ta.g

o
.jp

）

を

ご

覧

い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署

ま
で
、
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

問
合
先

宇
土
税
務
署

☎
２
２
‐
０
４
１
０
※
自
動
音
声

案
内「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
み
す
み

　

車
を
愛
し
、
社
会
秩
序
・
交
通

規
則
を
遵
守
す
る
昭
和
時
代
の

オ
ー
ル
ド
カ
ー
愛
好
家
や
バ
イ
ク

所
有
者
同
志
が
、
県
内
外
よ
り
一

堂
に
結
集
し
て
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
、
愛
好
家
相
互
の
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
オ
ー
ル

ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
み
す

み
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

　

４
月
29
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

　

※
小
雨
決
行

場
所

　

Ｊ
Ｒ
三
角
駅
前 

緑
地
公
園
広
場

主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
オ
ー
ル
ド
カ
ー
イ
ベ
ン
ト

・
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

・
宇
城
市
う
ま
か
も
ん
広
場

参
加
費

・
観
覧　

無
料

（
※
車
で
来
場
さ
れ
る
方
は
警
備
・
清
掃
協
力

費
と
し
て
２
０
０
円
（
１
台
）
を
徴
収
予
定
。
）

・
出
展
費
用

オ
ー
ル
ド
カ
ー
：
２
，
０
０
０
円

（
事
前
登
録
車
の
み
参
加
可
能
。

改
造
車
両
厳
禁
）

オ
ー
ル
ド
バ
イ
ク
・
ビ
ッ
グ
バ
イ

ク
：
１
，
０
０
０
円
（
登
録
な
し

の
立
寄
り
は
無
料
）

・
出
店
費
用

一
店
舗
テ
ン
ト

１
面
分
２
，０
０
０
円
（
電
気
不
要
）

　
　
　

４
，０
０
０
円
（
電
気
代
込
）

問
合
先

宇
城
市
商
工
会
三
角
支
所

☎
５
２
‐
２
５
３
０

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
（
障
が
い
者
委
託
訓
練
）

目
的

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
居
住
す
る

地
域
で
多
様
な
職
業
訓
練
を
行
い
、

就
職
の
促
進
ま
た
は
雇
用
の
継
続

に
役
立
て
る
た
め
。

受
講
対
象

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

身
体
（
上
肢
・
内
部
）
、
精
神
、

難
病
、
高
次
脳
機
能

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象

と
し
た
訓
練
（
在
職
者
訓
練
）

　

身
体
（
聴
覚
・
視
覚
・
上
肢
・

下
肢
・
内
部
）
、
知
的
、
精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

定
員

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

８
名

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

10
名

内
容

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

の
基
礎
技
術
を
身
に
つ
け
、
資
格
取

得
を
目
指
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
を
対
象

に
、
事
務
職
等
で
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
、
業
務
内
容
習
得
を
中
心

に
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

５
月
15
日
〜
６
月
30
日

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

６
月
30
日
ま
で

訓
練
期
間

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

８
月
１
日
〜
10
月
31
日

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

８
月
１
日
〜
10
月
31
日

火
曜
、
木
曜
18
時
頃
か
ら
２
時
間

経
費
（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

１
０
，
１
５
２
円
（
税
込
）
程

度
【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

５
，
８
３
２
円
（
税
込
）
程
度

訓
練
場
所

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
２
丁
目

１
‐
24
九
品
寺
ビ
ル
５
Ｆ
）

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド

（
熊
本
市
中
央
区
紺
屋
今
町
１
‐

５
熊
本
辛
島
公
園
ビ
ル
）

問
合
先

【
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
】

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た

は
、
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
９
５

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
基
礎
科
】

　

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
９
５
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臨時福祉給付金（経済対策分）
のお知らせ

平成 26 年 4 月に実施した消費税率引上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和する

ため、平成 29 年 4 月より「臨時福祉給付金（経済対策分）」が支給されます。

臨時福祉給付金（経済対策分）とは？

■支給対象となる方
　平成 28 年度臨時福祉給付金（3,000 円）の支給対象者の方

平成 28 年度臨時福祉給付金の支給要件

平成 28 年 1 月 1 日（基準日）に美里町に住民票がある方の中で、平成 28 年度分の住民税が課税

されていない方が対象です。ただし、以下の場合は対象外となります。

・住民税において課税者の扶養親族等になっている方

・生活保護の受給者である方

■支給額

　支給対象者 1 人につき 15,000 円（１回限り）

■申請方法
・支給対象と思われる方のいる世帯へ、申請書を 4 月上旬頃より順次送付しています。

・申請書（色はアイボリー）に必要事項を記入押印され、支給対象者全員分の本人確認書類（運転免許証、パスポート、

保険証等のコピー）と、振込先口座の確認書類（通帳、またはキャッシュカードのコピー）を添付（前回振込口座が申

請書に印字されており、変更しない場合は不要）して、同封の返信用封筒で送付されるか、砥用庁舎福祉課または中

央庁舎総務課へご提出ください。

・申請書の内容に不備があった場合は、お返しすることがあります。記入もれや書類の不備のないよう十分にご確認く

ださい。

■申請期間

　４月３日（月）～８月 31 日（木）　※郵便の場合、当日到着分までとなります。

■支給時期
　４月末頃より順次支給します。

「臨時福祉給付金」を装った “振り込め詐欺” や
“個人情報の詐取” にご注意ください！

・市町村や厚生労働省などが ATM( 銀行・コンビニなどの現金自動預払機 ) の操作をお願いすることは、絶対

　にありません。

・ATM を自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません

・市町村や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」・「障害・遺族年金受給者向け給付金」を支給するために、

　手数料の振込を求めること等は絶対にありません。

・申請書送付前の段階では市町村や厚生労働省などが電話や訪問で銀行口座や世帯構成など住民の皆様の個人

　情報を照会することは絶対にありません。

・ご自宅や職場に市町村や厚生労働省の職員などをかたった電話がかかってきたり不審な郵便が届いた場合

　は、迷わず市町村や最寄りの警察署（または警察相談専用電話　#9110）にご連絡ください。

問合先　福祉課子ども・生活支援係　☎４７‐１１１６（直通）

確認じゃ！
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問合先　中央公民館　☎４６－２０３８　℻４６－３４３４

町生涯学習講座
対　　象　　町在住または勤務の方

開設期間　　平成 29 年６月～平成 30 年３月まで

開催場所　　主に中央公民館・町陶芸室

募集期限　　５月 26 日（金）

申込方法　　全戸配布している別紙募集チラシに【申込書】があります。必要事項（講座名・氏名・年齢・住所・

　　　　　　電話番号等）を記入し、下記の窓口に提出してください。

提 出 先　　中央公民館、役場中央庁舎・砥用庁舎、東部出張所、文化交流センターひびき

講　座　名 定員 開催曜日 時　間 内　　容

１ 美里大学 80 年５回程度 10:00 ～ 11:30
町内在住の 60 歳以上の方を対象に、健康、教養、身近
な問題などをテーマに専門の講師に講演を頂く講座です。

２ 歴史探訪 30 年５回程度 未定
地域の歴史や遺産の話を各専門家に聞く講座です。町内
の文化財について知る良い機会です。

３ 陶芸教室 15
6 月～ 7 月 

（全６回）
10:00 ～ 12:00

宇城市の山舟窯・山根英二先生を講師に手まわしろくろ
を使って思い思いの器を制作します。材料費 500 円。

４ ３Ｂ体操 20
6 月～ 1 月 

（月 2 回 ）
13:30 ～ 15:00

３つの道具（ボール、ベル、ベルダ―）を使って、ストレッ
チやリズム体操。懐メロやポップスに合わせて♪

５ 肥後狂句 20
6 月～ 1 月 

（月 2 回 ）
13:30 ～ 15:00

熊本で創作・鑑賞されている狂句で、ラジオや新聞でも
人気の文芸です。肥後狂句連盟より徳尾芳道さんを講師
に。

６
パステル和 

アート
8 全 3 回 10:00 ～ 12:00

色彩豊かに、やさしい雰囲気を出せる画材、パステルを
使ってお家に飾れる簡単な作品を制作します。材料費
300 円。

７ 笑いヨガ 25 全 3 回 13:30 ～ 15:00
大きな口でわっはっはぁ！心も身体も笑って元気に。原
町の吉田光治さんを講師に開講致します。

８
ノルディック 

　ウォーキング
15 全 6 回 19:30 ～ 21:00

ポールを使って歩くフィットネススポーツ。ダイエット
や生活習慣病予防にも。町スポーツ推進委員の皆さんに
ご協力頂きます。

９
親子で楽しむ 

絵本の会
15 全 3 回 10:30 ～ 11:30

心の世界を広げる絵本の世界。図書司書の先生や町内の
ボランティアの方々に、ワクワクと臨場感あふれるお話
を聞かせて頂きます。

10 ウクレレ 30 全 3 回 10:00 ～ 11:00
美里初ウクレレ講座。初回はミニライブも有り！癒しの
音色、手軽に楽しめるウクレレの魅力をこの機会に味わっ
てみませんか！ウクレレをお持ちでない方も可。

11 X`mas リース 10 1 回 10:00 ～ 12:00
木の実や枝・葉っぱなどをはじめ各自集めた材料を持ち
寄って、リースを製作します。リボンやワイヤー等の材
料費 500 円。

12
夏休みカンタン♪ 

おやつ
10 1 回 10:00 ～ 12:30

お家でも簡単にできるおやつを実習、試食します。対象は、
小・中学生。夏休みの思い出に。材料費 500 円。

13

英会話 ( 初級） 15 月 2 回 19:30 ～ 21:30
初心者向き。挨拶から始まる日常のやさしい会話を中心
に。小学生は保護者同伴で 20 時 30 分まで。

英会話（中級） 15 月 2 回 19:30 ～ 21:30
英会話経験者の方を中心に難しい会話にも挑戦。フリー
トークでは、英語に関する様々な質問にも対応。

※詳しい内容を知りたい人は、お気軽に美里町中央公民館（46-2038）までお問合せください。
※内容が若干変更になる場合もありますので詳しくは受講生申し込みチラシをご覧ください。

の受講生を募集します！
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　町では、平成 29 年度の住民健診（集団健診）を下記の日程で実施します。

　事前に申込をされた方には、５月上旬に問診票を郵送予定です。受付時間が指定されておりますので、かな

らず指定された時間におこしください。

　また、日程の変更を希望される方は、平日に下記まで連絡をお願いします。

　なお、まだ申し込みをされていない方で受診を希望される場合は、５月 11 日（木）までに役場健康窓口課（砥

用庁舎）までお申込みください。

◆健診日程

５月 13 日（土）～ 17 日（水） 福祉保健センター「湯の香苑」（佐俣 338 番地）

５月 18 日（木）～ 22 日（月） 老人福祉センター（永富 1510 番地）

◆健診項目・料金

検査名 検査の内容 対象者（年度年齢 ) ※ 1 健診料金

 特定健康診査※ 2
身体計測・検尿・血圧測定・
血液検査・心電図など

 40 歳～ 74 歳の美里町国民健康保険加入
者 1,000 円

 若年者健康診査
身体計測・検尿・血圧測定・
血液検査・心電図など

 20 歳～ 39 歳の美里町国民健康保険加入
者 1,000 円

 胃がん検診 バリウム検査  20 歳～ 79 歳の方 1,900 円

 肺がん検診 胸部レントゲン

 20 歳～ 64 歳の方 700 円

 65 歳以上の方（結核検診で取り扱いま
す） 0 円

 大腸がん検診 便潜血検査（便提出）  20 歳以上の方 700 円

 子宮頸がん検診 頸部細胞診  21 歳以上の女性（奇数年齢） 1,700 円

 乳がん検診 乳房超音波・マンモグラフィ  20 歳以上の女性（偶数年齢） 2,400 円

 腹部超音波検診 上腹部超音波  20 歳以上の方 1,500 円

※ 1　年度年齢とは、平成 30 年 3 月 31 日現在の年齢です。

※ 2　社会保険の被扶養者の方は、社会保険発行の受診券で受診することができますので、受診を希望される方

　　　は、受診券を持参して当日受付に申し出てください。

■ 申込・問合先　役場健康窓口課　健康支援係　☎４７－１１１５（直通）

住民健診
（集団健診）

を受けましょう
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石井クリニック ☎４６‐３９９０

くまもと温石病院 ☎４６‐３０００

たのうえ胃腸科クリニック ☎４７‐６０３２

間部病院 ☎４７‐００３２

美里リハビリテーション病院 ☎４８‐０２１１

申込・問合先　役場健康窓口課　健康支援係　☎４７－１１１５

高
齢者の肺炎球菌による肺炎への罹患（りかん）

や重症化の予防のため、予防接種を実施します。

　肺炎球菌は、肺炎にかかる原因となる細菌の一つで

す。肺炎球菌ワクチンは全ての肺炎を予防するわけで

はありませんが、接種をすることで重症化を防ぐ効果

が期待されています。

　対象者には、予防接種の費用を一部助成します。ぜ

ひこの機会に予防接種をして健康を維持しましょう。

　平成 29 年度の高齢者の肺炎球菌ワクチンの対象者

は下記のとおりです。

① 65 歳
   （昭和 27 年４月 2 日～昭和 28 年 4 月 1 日生）の方

② 60 歳以上 65 歳未満の方であり、心臓、

    腎臓若しくは呼吸器の機能またはヒト免

    疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機

    能に障害を有する方（インフルエンザの

    定期接種対象者と同様）

◆ 費用の助成について

町
内の指定医療機関で接種した場合の町の助成額は 4,000 円です。接種料金から、助成額を差し引いた額を

医療機関にお支払いください。

● 助成金額　4,000 円
● 接種期間　４月 1 日（土）～平成 30 年 3 月 31 日

● 指定医療機関

◆ 対象者

  70 歳（昭和 22 年 4 月 2 日～昭和 23 年 4 月 1 日生） 

  75 歳（昭和 17 年 4 月 2 日～昭和 18 年 4 月 1 日生）

  80 歳（昭和 12 年 4 月 2 日～昭和 13 年 4 月 1 日生）

  85 歳（昭和 7 年 4 月 2 日～昭和 8 年 4 月 1 日生）

  90 歳（昭和 2 年 4 月 2 日～昭和 3 年 4 月 1 日生）

  95 歳（大正 11 年 4 月 2 日～大正 12 年 4 月 1 日生）

100 歳（大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月 1 日生）

今年度は以下の方も対象となります

平成２９年度

高齢者の

肺炎球菌予防接種

●  注意点

　※医療機関への予約の電話は午後にお願いします。

　※予診票は、事前に記入しておいてください。（役

　　場と指定医療機関にあります。）

　※過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことが

　　ある方は対象外となります。

　※各対象者とも、定期接種の接種機会は生涯を通

　　じて 1 回のみです。

　※町内の指定医療機関での接種を原則としますが、

　　町外のかかりつけ医で接種することもできます。

　　この場合の助成額は接種料金の 2 分の 1（4,000

　　円上限）です。手続き等詳しくは下記までお問

　　い合わせください。

�� 広報みさと 2017. ５



��広報みさと 2017. ５

美里町では医療費助成で子育てを応援しています！

「こども医療費助成制度」のご案内
　町では、こどもたちの病気の早期治療による健全育成を図り、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを目的とし、

医療費の助成をしています。

　平成 28 年４月から、お子さんの助成対象年齢を、18 歳到達後最初の３月 31 日までに拡大しています。また、県内

の保険医療機関等（医科、歯科、調剤薬局）の窓口に、健康保険証と一緒に「こども医療費受給者証」を提示することで、

医療費の一部負担金が無料で受診できるようになりました。

お子さんが満 18 歳到達後最初の３月 31 日までであること

●上記以外の場合（県外の医療機関などで受診した場合など）

医療機関などの窓口で一部負担金を支払ったあと、診療月の翌月以降、役場健康窓口課（砥用庁舎）

または住民課（中央庁舎）に申請してください。申請月の翌月末に指定口座に助成金を振り込みます。

ただし、高額療養費および附加給付の適用がある場合は、その額を控除した額を助成します。

【医療費の申請に必要なもの】
　・こども医療費助成申請請求書（役場窓口備付）　・領収書（原本）　・印鑑（認印可）

　・高額療養費や付加給付がある場合は、その支給金額が分かる明細書

　　　※医療費の申請期限は診療を受けた月の翌月から数えて６ヶ月以内です。申請期限を過ぎると助成の対
　　　　象とはなりません。
　　　※保険対象外費用は、助成の対象とはなりません。（例：健康診断、予防接種、文書料、薬の容器代、入

　　　　院時の差額ベッド代・食事代など）

　　　※学校などの管理下における負傷や疾病に対し、日本スポーツ振興センターの「災害共済給付制度」の

　　　　対象になる場合は、助成の対象とはなりません。

　　　※交通事故など第三者行為に該当する場合は、助成の対象とはなりません。

【変更の届出など】
次のようなときは変更届出が必要ですので、

健康窓口課（砥用庁舎）または住民課（中

央庁舎）にて手続きをしてください。

・住所や氏名が変わったとき

・お子さんの加入保険に変更があったとき

・口座を変更するとき

・保護者に変更があったとき

・受給者証をなくしたり、破損したとき

・転出、死亡など受給資格がなくなったとき

【医療費の節約のために、適正受診にご協力をお願いします】
○こども医療費の財源は、町民の皆さんの大切な税金です。適正受
　診にご協力ください。
○薬のもらいすぎや飲み合わせに注意しましょう。
　薬は飲み合わせによって副作用が生じる場合があります。薬の飲

　み方については医師や薬剤師に相談してください。

○休日や時間外の受診はなるべく控えましょう。
　休日や夜間の急病時、病院へ行った方がよいのかどうか判断に迷

　った時には、小児救急電話相談（＃８０００）をご利用ください。

○ご存じですか？ジェネリック医薬品
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬品と同等の効果

　効能を持ち、先発医薬品よりも安価であり、医療保険財政の改善

　に有効とされています ( ただし、すべての新薬にジェネリック医

　薬品があるとは限りません )。ご利用については医師や薬剤師に

　相談してください。

受給資格条件 美里町にお住いで、次の要件を満たしているお子さん

対象のお子さんが保険医療機関等で、保険診療により入院または通院した場
合の医療費の一部負担金について、次のいずれかの方法で助成します。

助成の方法

(1) 受診時に、医療機関の窓口で健康保険証とこども医療費受給者証を提示

(2) 一医療機関でのひと月の累計自己負担金額（保険適用分）が 21,000 円以下

※コルセットなどの治療用装具や、整骨院等の保険適用分については、上記の条件に該当していて

も窓口無料化の対象外となります。

●県内の保険医療機関等で受診した場合で、次のすべてに該当している場合、

医療機関などの窓口で一部負担金を支払う必要はありません

注

意

問合先　役場健康窓口課健康支援係

☎４７－１１１５（直通）



�� 広報みさと 2017. ５

後期高齢者のみなさんへ

人間ドック助成事業の受付を開始します

後期高齢者医療の被保険者の方を対象とした人間ドック助成事業の受付を下記のとおり開始します。

■申込み方法等

申込期間  ５月 1 日（月）～ ５月 31 日（水）

申込場所  中央庁舎 住民課保険年金係、砥用庁舎 健康窓口課総合窓口係

必要なもの  後期高齢者医療被保険者証、印鑑

対象者

 （以下の条件すべてに当てはまる人）

・後期高齢者医療の被保険者である方

・本町に住民登録がある方

・後期高齢者医療保険料の未納がない方

・国保特定健診及び節目ドック、後期高齢者健康診査を受診していない方または受診を

予定していない方

・昨年、当人間ドック助成を受けていない方

助成金額
  男性２５，０００円、女性３０，０００円

 （申込者多数の場合は、予算の範囲内で助成金額を決定します。）

人間ドック
実施期間

 7 月 1 日（土）～ 12 月 31 日（日）

※申請書受付後、受診決定者に助成承認書兼受診券を送付しますので、下記の指定医療機関にて受診してください。

■人間ドック指定医療機関及び検査費用等

指定健診機関名 種類およびコース 検査費用総額 検査内容

大腸肛門病センター

高野病院
日帰りコース 41,040 円

後期高齢者健康診査の

検査項目のほか指定健

診機関で設定する項目

済生会熊本病院

予防医療センター

日帰り（全大腸） 83,160 円

日帰り（胃透視） 48,600 円

日帰り（胃内視鏡） 54,000 円

レディースコース 81,000 円

日赤熊本

健康管理センター

標準コース 43,200 円

消化器コース 62,100 円

レディースコース 65,880 円

※検査費用総額には、オプション検査追加分の費用は含まれておりません。

※人間ドックの検査結果により保健指導を必要とされる方については、保健師が訪問し、健康相談に応じます。

問合先　　役場住民課保険年金係　☎４６- ２１１３
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会場：湯の香苑月の健康カレンダー５

文化交流センターひびきでの催し物ご案内

ホームページ・Facebook でも情報更新中！ 美里町文化交流センターひびき　☎４８‐８３３３

● ホール催し物

・ ５月  ５日（金・こどもの日）　第８回ひびきこどもまつり

● イベント

◯第８回ひびきこどもまつり

ステージ、木工・クラフト体験、食べものブースなど、こどもたちが楽しめるイベント満載。

自慢の芸や特技を披露してくれる「スター☆キッズ出演者」、「食べものブース出店者」も随時募集

中です！

【日時】５月５日（金・こどもの日）　１０：００～１５：００

【会場】ホワイエ・屋外　　【料金】入場無料　※ 体験・食べものブースは有料

◯笑いヨガ体験会

笑いの体操とヨガの呼吸法を組み合わせた誰でもできる健康法。酸素が多く取り入れられることで、心身と

もにすっきりし、健康にもつながります。

【日時】①５月１３日（土）１３：３０～１５：００　②５月２０日（土）１３：３０～１５：００

　　　  ※ご都合のよい日程をお選びください。両日参加も可。

【会場】リハーサル室　　【料金】無料　　

【準備】室内用運動靴、飲み物、タオル

※参加希望の方は、文化センターに要申込

● 受講者募集中！

◯書道教室

【日時】毎月第２・４火曜日（月２回）　【会場】大研修室　【料金】３, ５００円 / 月

◯ドラムレッスン（個人レッスン）

【日時】毎月土曜の午前・午後で日程調整、１レッスン３０分　【会場】リハーサル室

【料金】月２回コース６，４８０円　月３回コース８，６４０円　

日時・受付時間 行事名 対象者 内　容 携行品等

８日（月）

13:00 ～ 13:15
1 歳半・3 歳健診

平成 27 年 10 月生と

平成 26 年 1 月生

計測、問診・内科診察・歯科診察・フッ

素塗布・歯科・保健・栄養指導　他
・母子健康手帳　
・問診票
・歯ブラシ

８日（月）

13:45 ～ 14:00
４ヶ月・７ヶ月健診

平成 29 年 1 月生と

平成 28 年 10 月生

内科診察、栄養、歯科、保健指導、

他

・母子健康手帳　
・問診票
・バスタオル

９日（火）

9:00 ～ 9:15
1 歳相談 平成 28 年５月生 栄養・歯科・保健指導　他

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

９日（火）

23 日（火）

10:00

母子健康手帳交付

（要予約）
妊婦

手帳交付、歯科・保健・栄養指導、

相談　他

・印鑑
・個人番号カード

（または通知カード）
・本人確認書類

（運転免許証等）

９日（火）

23 日（火）

10:30 ～ 11:30

生活習慣病予防健康

相談（要予約）
一般住民

血圧測定、体格・尿・血糖検査、健康・

歯科相談　他

・健康手帳
予約先：健康窓口課

23 日（火）

9:00 ～ 9:15
10 か月相談 平成 28 年７月生 栄養・歯科・保健指導　他

・母子健康手帳
・問診票
・バスタオル

24 日（水）

13:00 ～ 13:15
５歳歯科検診

平成 23 年 12 月～

平成 24 年 5 月生
計測、歯科診察、歯科・栄養・保健指導、
療育・発達相談、フッ素塗布 他

・母子健康手帳　
・問診票
・歯ブラシ
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・年金手帳　・印鑑　・本人確認ができるもの（免許証等）

日本年金機構出張相談所開設日程

※代理人が相談に行かれる際は、委任状など、別途持参していただくものが必要となります。予約の際にお尋ね下さい。

相談の際にお持ちいただくもの

問合先　熊本東年金事務所 ☎０９６- ３６７- ２５０３　役場住民課保険年金係☎４６- ２１１３

保険年金だより知って得する

※地震の影響により出張相談が行えない会場があることが予想されます。

【日時・場所】 ５月  ２ 日（火）10 時～ 15 時 宇城市役所（豊野支所）

【日時・場所】 ５月  16 日（火） 10 時～ 15 時 宇城市役所（豊野支所）

【日時・場所】 ５月 18 日（木）10 時～ 15 時 宇土市保健センター

【日時・場所】 ５月 29 日（月）10 時～ 15 時 宇土市保健センター

☆厚生年金や国民年金の裁定請求等の相談もできます。

☆相談には上記年金事務所へ事前の予約が必要です。

　平成 29 年 4 月から従来の口座振替に加え、現金・クレジットカード納付でも 2 年前納を行うことが可能とな

りました。

平成 29 年 4 月より

現金・クレジットカード納付でも
２年前納ができるようになりました

年度途中で 1 号被保険者となった場合は？
　口座振替・クレジットカード納付の申込は受付終了しましたが、年度途中で新たに 1 号被保険者になった方も、

任意の月から翌年度 3 月分まで納付書でお納めいただくことができます。併せてご利用ください。（納付書の発

行は、お近くの年金事務所までお申し出ください。）

※ 30 万円を超える納付書は、「コンビニエンスストア」では利用できません。金融機関等でお納めいただくため、

営業日等にご注意ください。

平成 29 年度の国民年金保険料は

月額 16,490 円！

口座振替・クレジットカード納付には次の方法があります
　（1）2 年度（4 月～翌々年 3 月分）分の前納

　（2）1 年度（4 月～翌年 3 月分）分の前納

　（3）6 カ月（4 月～ 9 月分、10 月～翌年 3 月分）分の前納

　（4）毎月（早割・口座振替のみ）

　（5）毎月（割引なし）

　※口座振替及びクレジットカード納付による平成 29 年 4 月からの前納の新規申込みは 2 月末日で受付を終

　　了しました。

◆現金・クレジットカード納付で保険料を前納した場合

　２年前納－ 14,400 円の割引

　１年前納－ 3,510 円の割引

　６カ月前納－ 800 円の割引

◆口座振替で保険料を前納した場合

　２年前納－ 15,640 円の割引

　１年前納－ 4,150 円の割引

　６カ月前納－ 1,120 円の割引

毎月払いと比べてどのくらい割引になるの？
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重
点
事
項

・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
（
地

域
の
見
守
り
と
支
え
合
い
の
推

進
）

・
住
民
の
福
祉
意
識
の
高
揚
と
住

民
参
加
、
参
画
に
よ
る
地
域
福
祉

活
動
の
充
実
、
発
展

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

・
仮
設
住
宅
・
み
な
し
仮
設
等
の

被
災
者
に
対
す
る
生
活
相
談
の
推

進○
事
業
計
画

①
児
童
福
祉
事
業

・
青
少
年
健
全
育
成
へ
の
協
力

・
卒
園
児
童
へ
の
祝
い
品
贈
呈

②
高
齢
者
福
祉
事
業

・
温
泉
ほ
の
ぼ
の
健
康
教
室

・
美
里
町
中
央
生
活
支
援
ハ
ウ
ス

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
中
央
地
区
）

・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
湯
の
香
苑

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
高
齢
一
人
暮
ら
し
等
名
簿
作
成

・
高
齢
一
人
暮
ら
し
等
歳
末
見
舞

・
友
愛
訪
問
活
動
助
成
及
び
協
力

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

・
敬
老
会
茶
菓
子
代
助
成

・
命
の
バ
ト
ン
事
業

・
高
齢
者
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

③
母
子
父
子
福
祉
事
業

収入の部

項目

①会費

②町補助金

③介護保険収入

④障害福祉ｻｰﾋﾞｽ等事業収入

⑤負担金収入

⑥共同募金配分金

⑦県社協受託金収入

⑧町受託金収入

⑨指定管理収入

⑩寄付金

⑪事業収入

⑫諸収入

⑬前年度繰越金

予算額（千円）

4,682 

41,626 

22,330 

2,440 

2,720 

1,700 

2,000 

80,225 

21,079 

3,000 

28,758 

33,645 

62,020 

割合（％）

1.5 

13.5 

7.3 

0.8 

0.9 

0.6 

0.7 

26.1 

6.9 

1.0 

9.4 

11.0 

20.3 

・
ひ
と
り
親
家
庭
バ
ス
ハ
イ
ク

・
ひ
と
り
親
会
の
活
動
援
助

・
地
域
の
学
習
教
室
の
開
催
支
援

④
心
身
障
が
い
児
（
者
）
福
祉
事

業・
居
宅
介
護

・
身
障
者
福
祉
協
会
の
活
動
助
成

・
車
い
す
利
用
者
等
バ
ス
ハ
イ
ク

・
福
祉
有
償
運
送
事
業　

・
障
が
い
者
相
談
会
の
開
催

・
「
よ
ん
な
っ
せ
」
事
業

⑤
低
所
得
者
福
祉
事
業

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

・
一
時
立
替
資
金
貸
付
事
業

No.149

広げよう福祉の輪を

社協
だより

収入合計
306,225,000円

（100％）

①

②

③

④
⑤
⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬
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・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

活
動
助
成

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
指
定

・
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

・
第
10
回
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

⑦
地
域
福
祉
事
業

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・
成
年
後
見
事
業
（
法
人
後
見
）

・
寝
た
き
り
者
等
介
護
者
の
集
い

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

支出の部

・
心
配
ご
と
（
住
民
）
相
談

・
美
里
町
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

・
第
２
期
美
里
町
地
域
福
祉
活
動

の
実
践

・
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

推
進
と
充
実
・
発
展

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

・
福
祉
用
具
貸
与
事
業

・
月
１
ラ
ン
チ
の
店
開
設

・
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
事
業

⑧
介
護
保
険
事
業

・
訪
問
介
護

・
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
（
訪
問
型
・
通
所
型
）

⑨
そ
の
他
の
事
業

・
社
協
だ
よ
り
発
行

・
民
生
委
員
児
童
委
員
の
日
事
業

へ
の
協
力

・
日
赤
社
員
増
強
運
動

・
社
協
会
員
募
集
と
会
費
徴
収

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金

・
遺
族
会
の
活
動
助
成

・
戦
没
者
追
悼
式
の
開
催

・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
助
成

・
役
員
、
評
議
員
研
修

支出合計
306,225,000円

（100％）

①

②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭
⑮
⑯

⑰

⑱

⑲

５月の行事予定

心配ごと（住民）相談　　　 （９日）

友愛弁当　　　　　　   　 （12 日）

障がい者相談会　　　　　（13 日）

県ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ連絡協議会総会  （15 日）

障がい者相談会定例会 　　   （15 日）

もの忘れ相談会　　　　　　（16 日）

心配ごと（住民）相談　　　　（23 日）

理事会・評議員会　　　　　 （未定）

香
典
返
し
の
お
礼　３

月
受
付
分

川　

越　
　
　

山
田　

良
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
美
壽
江
様

熊
本
市
南
区
城
南
町

　
　
　
　
　
　

田
中
五
十
枝
さ
ん

　
　
　

亡
塚
川
朝
子
様
（
古
閑
）

　

境　
　
　
　

中
村　

義
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
ツ
イ
子
様

大
沢
水　
　
　

川
上
ミ
ツ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

文
男
様

菊
池
市
隈
府　

櫛
野　

和
浩
さ
ん

　
　
　
　

亡
フ
ジ
子
様
（
萱
野
）

永　

富　
　
　

有
住　

浩　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

久
子
様

岩　

野　
　
　

福
田　

大
士
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡
佳
代
子
様

馬　

場　
　
　

星
田　

廣
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

ト
ミ
様

匿
名　
　
　
　
　
　
　
　

金
一
封

寄
付
お
礼

原　

田　
　
　

大
塚　

浩
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

民
枝
様

永　

富　
　
　

佐
村　

一
廣
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

豊　

様

甲
佐
平　
　
　

今
井　

光
広
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

光
雄
様

萱　

野　
　
　

古
賀
タ
ニ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

亡　

強　

様

堅
志
田　
　
　

砂
原　

直
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

亡
藤
本
蔦
子
様

新
人
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
広
瀬
眞
由
美
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

項目
①法人運営
②地域福祉推進事業
③ボランティアセンター
④共同募金配分事業
⑤福祉有償運送事業
⑥老人福祉ｾﾝﾀｰ管理経営
⑦湯の香苑管理経営
⑧配食サービス事業
⑨生活支援ハウス事業
⑩介護予防ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ事業
⑪地域支え合いセンター
⑫地域包括支援ｾﾝﾀｰ事業
⑬地域支援事業 ( サロン）
⑭訪問介護事業
⑮障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業
⑯高齢者地域ふれあいｾﾝﾀｰ
⑰シルバー人材センター事業
⑱退職共済預け金支出
⑲予備費

予算額（千円）
76,323 

6,019 
872 

1,710 
1,538 
6,234 
7,659 
3,241 
9,246 

37,535 
9,502 

40,088 
3,700 

16,790 
3,000 
1,935 

18,349 
5,805 

56,679 

割合（％）
24.8 

2.0 
0.3 
0.6 
0.5 
2.0 
2.5 
1.1 
3.0 

12.3 
3.1 

13.1 
1.2 
5.5 
1.0 
0.6 
6.0 
1.9 

18.5 



��広報みさと 2017. ５

����
６月号掲載作品の締め切りは５月９日（火）必着です。

※投稿・投句は毎月１人につき１つです。
※紙面の都合により、応募多数の場合は掲載できない場合があります。 

������������ � � ��

はちす保育園内
☎ 47-2261

９（火） 親子運動　バランスボール
★子育て通信発行（毎月）

★子育て広場（センター室・園庭開放）

　毎週㈪～㈮　９時～ 14 時

★育児・健康相談（電話・面接相談）

　毎週㈪～㈯祝祭日を除く９時 30 分～ 16 時 30 分

16（火） 親子で健康　トランポリン

22（月） 人形劇観劇

30（火） おしゃべりカフェ

青空保育園内

☎ 46-2909

12（金）
４・５・６・７月
合同誕生会 ★そよかぜ広場（センター園・園庭開放）

　毎週 ㈪～㈮　10 時～ 16 時

★育児相談 ９時 30 分～ 16 時

　毎週 ㈪～㈯　祝祭日を除く

★あおぞら通信発行

★家庭訪問

16（火） パン教室

24（水） 子育て講演会

◆
俳　

句
◆

ア
チ
コ
チ
で
花
見
賑
わ
う
四
月
か
な

東
田　

信
男

飛
行
機
の
間
近
に
見
え
て
桜
咲
く吉

島
サ
ツ
子

夏
に
入
り
な
ほ
冷
え
つ
づ
く
峡
の
村

田
村　

三
渓

み
つ
ば
ち
の
羽
音
や
さ
し
い
花
三
分

平
川　

義
光

花
満
ち
て
わ
た
し
も
紅
を
重
ね
を
り

磯
谷
久
仁
子

春
う
ら
ら
抱
き
し
赤
児
よ
く
笑
う長

井　

裕
子

豪
快
に
寂
し
さ
も
あ
り
桜
か
な

船
原
き
よ
み

ダ
ム
湖
畔
桜
前
線
駆
け
て
来
い

成
瀬
は
る
み

な
の
は
な
が
咲
い
て
明
る
い
友
の
笑
み

藤
本　

邦
子

去
年
と
は
違
う
桜
が
出
迎
え
る

米
村　

逸
子

菜
園
の
う
つ
ろ
い
あ
ら
た
に
桜
咲
く

白
石　

育
代

霊
台
橋
上
り
下
り
も
さ
く
ら
か
な中

川　

昭
夫

号
砲
一
発
桜
フ
ェ
ス
タ
始
ま
り
ぬ今

田　

幸
子

桜
花
爛
漫
散
ら
し
て
小
鳥
移
り
ゆ
く

早
田　

和
子

菜
の
花
や
せ
ゝ
ら
ぎ
光
り
堰
に
跳
ね

　
　
　
　
　
　
　

吉
成
眞
美
子

福
寿
草
三
千
段
の
坂
半
ば

　
　
　
　
　

 　
　
　

白
石　

敬
司

よ
く
晴
れ
て
背
伸
び
し
て
い
る
土
筆
摘
む

　
　
　
　
　
　
　

三
浦
ま
ゆ
み

春
寒
の
部
屋
に
白
寿
の
祝
い
か
な

　
　
　
　
　
　
　

堀
川
ク
ニ
子

路
肩
に
菫
草
咲
き
母
偲
ぶ

　
　
　
　
　

宮
田　

里
美

菜
の
花
や
鬼
惑
は
せ
る
か
く
れ
ん
ぼ

喜
讀　

愛
子

や
っ
と
咲
い
た
桜
に
憎
い
雨
の
降
る

遠
山　

勝　

裏
山
の
風
に
音
あ
り
竹
の
秋

林
田　

克
己

山
風
を
腹
い
っ
ぱ
い
に
鯉
幟

中
川　

保
子

居
座
り
し
西
洋
た
ん
ぽ
ぽ
大
あ
く
び

塚
原
多
美
子

◆
短　

歌
◆

地
震
後
は
夜
の
来
る
の
が
こ
わ
く
な
り

　
　

安
全
面
に
家
の
整
理
を

藤
田　

幸
子

山
櫻
木
蓮
咲
き
て
花
盛
り

　
　

佇
み
眺
め
心
和
み
て

田
代　

昭
子

◆
肥
後
狂
句
◆

や
め
ら
れ
ん　

慰
問
す
る
た
び
喜
ば
れお

て
も

や
め
ら
れ
ん　

夢
の
中
だ
け
当
り
く
じ

お
福

や
め
ら
れ
ん　

別
腹
は
有
る
ほ
ん
に
有
る

け
ん
子

や
め
ら
れ
ん　

後
継
ぎ
は
ま
だ
幼
稚
園

千
鶴

や
め
ら
れ
ん　

シ
ミ
し
わ
か
く
す
厚
化
粧時

世

や
め
ら
れ
ん　

な
り
手
の
お
ら
ん
村
の
役

砥
用
あ
き
ら

や
め
ら
れ
ん　

面
汚
さ
れ
ん
義
理
の
あ
る

ね
ぎ
坊
主

や
め
ら
れ
ん　

朝
ご
っ
と
き
の
こ
の
煙

主
水

（毎月慣行）｝

※日程・内容は変更になることがあります。準備の都合上、事前にお問合せください。
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先月の後期高齢者医療費は

２億 4,695 万 3,413 円でした。

対象者は 2,680 人です。

介護後期高齢者医療

先月の介護給付費は

１億 2,951 万 7,152 円でした。

認定者は 907 人です。

先月の医療費（国保）は

8,204 万 4,312 円でした。

被保険者は 2,925 人です。

国保

５月の在宅輪番医

７日
くまもと温石病院（美里町） ☎ 46‐3000

谷田病院（甲佐町） ☎ 096‐234‐1248

14 日
石井クリニック（美里町） ☎ 46‐3990

甲佐眼科クリニック（甲佐町）  ☎ 096‐235‐5600

21 日
たのうえ胃腸科クリニック（美里町）  ☎ 46‐6032

荒瀬病院（甲佐町）  ☎ 096‐234‐1161

28 日
間部病院（美里町）  ☎ 47‐0032

谷田病院（甲佐町）  ☎ 096‐234‐1248

戸 籍 の 窓 口
（敬称略）

３月届出分

先月のこども医療費は

総額 898 万 6,080 円のうち、

町負担額 229 万 398 円でした。

被保険者は 1,244 人です。

こども

先月の医療費 ･ 介護給付費（町負担分のみ）

美里町地域おこし協力隊　守田 隆光

協力隊日記 vol.10

かわいいうぶごえ

出生日 氏名 住所 父 母

２月 27 日 菊川　慧心 （豊富） 一道 桂

おくやみ申し上げます

死亡日 氏名 享年 住所

３月   ２日 櫛野フジ子 （76） 萱野

３月   ３日 星田　トミ （92） 佐俣

３月   ４日 有住　久子 （84） 永富

３月   ６日 福田佳代子 （37） 岩野

３月   ９日 西島　リツ （93） 大沢水

３月 17 日 倉岡ヒサミ （81） 畝野

３月 19 日 古賀　強 （85） 萱野

３月 21 日 藤本　蔦子 （90） 堅志田

３月 22 日 今井　光雄 （85） 甲佐平

３月 23 日 山下エイ子 （82） 岩野

３月 26 日 西島　繁明 （73） 大沢水

３月 29 日 安浪　アキ （95） 佐俣

３月 30 日 猿渡ヨシエ （92） 境

末永くお幸せに

夫 住所 妻 住所
松﨑　将悟 （五木村） （上田）朱莉 原町

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
の
担
当

は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
守
田
で
す
。

　

最
近
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち
に
木
製
の

真
新
し
い
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
。
設
置
し
た
の
は

Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
ｓ 

ａ
ｒ
ｅ 

Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ

ｏ
ｍ
ｅ
研
究
会
（
通
称
：
ベ
ン
チ
会
）

の
皆
さ
ん
で
す
。
美
里
町
に
は
き
れ
い

な
景
色
の
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
景
色
を
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
時

間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
い
つ
ま
で
も
眺

め
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
を
形
に
し

た
い
と
い
う
町
お
こ
し
に
取
り
組
む
皆

さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
い
設
置
に
こ
ぎ

つ
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
ベ
ン
チ
の
設
置
は
10

箇
所
で
す
。
土
地
の
所
有
者
や
管
理
者

に
は
許
可
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
背
も
た

れ
付
き
で
、
大
き
さ
は
大
人
だ
と
３
人

が
ゆ
っ
た
り
と
座
れ
ま
す
。

　

設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
こ
も
景

色
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
ベ
ン
チ
に
座
っ

て
一
人
で
景
色
を
堪
能
す
る
も
よ
し
、

読
書
を
す
る
も
よ
し
、
二
人
で
弁
当

を
食
べ
る
も
よ
し
、
手
を
つ
な
い
で
座

る
も
よ
し
、
皆
さ
ん
も
ベ
ン
チ
を
探
し

に
出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ベ
ン
チ
の
輪
が
美
里

町
か
ら
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
、
ベ
ン
チ
の
あ
る
風
景
の
写
真
を

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
ま
し
ょ

う
。

５月の住民相談
日時 場所

  ９日（火）　10：00 ～ 12：00 老人福祉センター

23 日（火）　10：00 ～ 12：00 湯の香苑
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シモダ印刷　様

背景色はおまかせします。

作
者
／
長
谷
川
集
平

出
版
社
／
文
研
出
版

田村　海斗くん（豊富）
か い と

パパ　洋　介　さん

ママ　沙奈枝　さん

平成28年5月2日生 ㊚

食べるの大スキ !! 我が家の怪獣くん♥

みんな仲よくしてくれてありがとう★

内田　采希ちゃん（古閑）
こ と ね

パパ　　翔　　さん

ママ　沙央里　さん

平成28年5月4日生 ㊛

じいちゃんばあちゃん

いつも遊んでくれてありがとう　

大好きだよ♥♥

▼
今
月
か
ら
新
し

く
広
報
担
当
に
な

り
ま
し
た
那
須
で

す
。
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
て
の
作
業
な
ど
苦
手
で
早
速
苦
労

し
て
い
ま
す
。
早
く
慣
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
！
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
私
を
見
つ

け
た
ら
最
高
の
笑
顔
を
向
け
て
く
だ
さ

い
！
目
印
は
写
真
の
黄
緑
色
の
腕
章
で

す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
▼
震
災
か
ら
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
で
も
余
震
が
あ
る
と
、
あ
の
怖
さ
を

思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
震
災
関
係

の
手
続
き
な
ど
、
締
切
間
近
の
も
の
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
手
続
き
や
ご
相
談

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
今
ま
で
お
配
り
し
て
ま
す
広
報
み
さ

と
号
外
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
平
成
７
年
１
月
17
日
、
休
日
明
け
の
火

曜
日
早
朝
に
起
き
た
阪
神
大
震
災
。
時
間

を
追
う
ご
と
に
広
ま
る
火
災
、
飴
の
よ
う

に
曲
が
っ
た
鉄
筋
、
延
々
と
続
く
倒
れ
た

高
速
道
路
。
テ
レ
ビ
の
映
像
か
ら
地
震
の

も
つ
す
さ
ま
じ
い
威
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
絵
本
は
震
災
が
起
こ
る
前
の
日
曜

日
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
家
族
の
団
ら
ん
を

描
い
た
作
品
で
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て
お

な
ら
を
ふ
る
お
父
さ
ん
、
そ
れ
を
嫌
が
る

子
ど
も
た
ち
。
た
わ
い
も
な
い
親
子
の
会

話
、
あ
り
き
た
り
の
日
常
。
普
通
の
生
活

を
普
通
に
暮
ら
せ
る
幸
せ
を
、
こ
の
絵
本

は
伝
え
て
い
ま
す
。

　
熊
本
地
震
か
ら
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

朝
起
き
て
、
ご
飯
を
食
べ
て
、
学
校
や
仕

事
に
出
か
け
る
。
お
だ
や
か
で
平
凡
な
日

常
に
感
謝
で
す
。

絵
本
の
へ
や
　
光
井
　
美
樹

1
4
9

M
a
y

「
あ
し
た
は
月
よ
う
日
」

10,532人

4,979人

5,553人

4,258世帯

-11

-6

-5

+14

7
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4
2
7

平成29年3月末現在（前月比）

5


